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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルで示されている例は、Oracle9i Reportsとその機能の習得に役立ちます。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle9i Reportsを使用してレポートを作成するすべてのユーザーを対
象としています。初級者から上級者までの幅広い読者のニーズに対応しています。各章で
は、レポートを作成するための手順を初めから終わりまで順を追って説明します。各レポー
トを作成することにより、Reports Builderの多くの優れた機能の使用方法がわかるように
なっています。

構成構成構成構成
このマニュアルは、次の章で構成されています。

表表表表 0–1 マニュアルの内容の概要マニュアルの内容の概要マニュアルの内容の概要マニュアルの内容の概要

章章章章 内容内容内容内容

第 1章「バーコードを使用
したレポートの作成」

バーコード Java Beanを使用するレポートの作成方法について
説明します。

第 2章「レポートの一括処
理と配布」

既存のペーパー・レポートをセクションに一括処理するように
設定し、それを複数の電子メール・アドレスに配布する方法に
ついて説明します。

第 3章「REFカーソルを使
用したペーパー・レポート
の作成」

PL/SQLを使用してデータをフェッチする REFカーソル問合せの
定義方法について説明します。
v



Oracle9i Reportsの使用例は『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』から参照して
ください。

その他のリソースその他のリソースその他のリソースその他のリソース
Oracle9i Reportsの使用に関する詳細は、Oracle Technology Network、Reports Builderオ
ンライン・ヘルプおよび『Oracle9iAS Reports ServicesレポートWeb公開ガイド』で参照で
きます。

Oracle Technology Network
Oracle Technology Network（http://otn.oracle.com/ 英語サイト）および Oracle 
Technology Network Japan（http://otn.oracle.co.jp/ 日本語サイト）では、製品の一般情報
にアクセスできるほか、さらに詳しい情報を入手できます。

Oracle9i Reportsチュートリアルチュートリアルチュートリアルチュートリアル
このチュートリアルでは、グラフを含む簡単な JSPベースのWebレポートを作成する方法、
および同じデータ・モデルからペーパー・レポートを生成する方法について説明します。

Reports Builderオンライン・ヘルプオンライン・ヘルプオンライン・ヘルプオンライン・ヘルプ
Reports Builderオンライン・ヘルプにアクセスするには、任意のダイアログ・ボックスで
「ヘルプ」ボタンをクリックするか、「ヘルプ」⇒「ヘルプの目次」を選択します。

Oracle9iAS Reports Services レポートレポートレポートレポートWeb公開ガイド公開ガイド公開ガイド公開ガイド
このマニュアルは Oracle9iASおよび Oracle9iDSのドキュメント CDに収録されています。
このマニュアルでは、必要なタスクを実行できるように Oracle9iAS Reports Servicesを設定
する方法について説明しています。たとえば、配布を目的として Reportsサーバーを設定す
る場合は、このマニュアルで詳細情報を参照してください。

第 4章「XMLトランスポー
タブル・データ・ソースを
使用したレポートの作成」

XMLデータ・ソースと SQLベースのデータ・ソースを 1つの問
合せに結合してレポートを作成する方法について説明します。

第 5章「テキスト・トラン
スポータブル・データ・
ソースを使用するレポート
の作成」

テキスト・プラグ可能データ・ソースを使用してペーパー・レ
ポートを作成する方法について説明します。

第 6章「Expressデータを使
用したレポート作成」

Oracle Expressをデータ・ソースとしてペーパー・レポートを作
成する方法について説明します。

表表表表 0–1 マニュアルの内容の概要（続き）マニュアルの内容の概要（続き）マニュアルの内容の概要（続き）マニュアルの内容の概要（続き）

章章章章 内容内容内容内容
vi



バーコードを使用したレポートの
1

バーコードを使用したレポートの作成バーコードを使用したレポートの作成バーコードを使用したレポートの作成バーコードを使用したレポートの作成

Reports Builderでは、バーコードを表示する、あらゆるタイプのレポートを作成できます。
Oracle9i Reportsのバーコード JavaBeanを使用することにより、発注や従業員 IDの追跡な
どを容易にするバーコードを表示したWeb用のレポートまたは紙出力用のレポートを作成
できます。Reports 6iでは、バーコード・フォントを使用してバーコードを生成する必要が
ありました。Oracle9i Reports Builderでは、JavaBeanによって自動的にバーコードが生成
されます。

バーコード JavaBeanの詳細は、『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』を参照し
てください。

使用例使用例使用例使用例
この項では、紙出力用とWeb用の 2つのレポートを作成します。ペーパー・レポートには、
ある会社の複数の品目を注文したある顧客に対する請求書が表示されます。バーコードは、
注文の追跡情報を示します。

どちらのレポートを作成する場合も、事前に 1.1項「この例の前提条件」を参照する必要が
あります。

表表表表 1-1 バーコードバーコードバーコードバーコード Beanの例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能

機能機能機能機能 項項項項

ペーパー・レポートに対し、
Java Importerを使用して
バーコード JavaBeanを追加
する。

1.2.1項「Reports Builderへの Javaクラスのインポート」

ペーパー・レポートに対し、
プログラム・ユニット・エ
ディタを使用して PL/SQL
パッケージを作成する。

1.2.2項「情報を格納するパッケージの作成」
作成 1-1



この例の前提条件
1.1 この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件
このマニュアルの例を作成するには、サンプル・ファイルが必要です。また、Oracle9iデー
タベース付属のサンプル・スキーマにアクセスする必要があります。

1.1.1 サンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイル
サンプル・ファイルが手元にない場合は、この例を完了するために必要なファイルを
『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』から入手し、使用するマシンにインストー
ルできます。

サンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするには :
1. 『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』を起動します。

2. 「インデックス」をクリックし、"Building a Paper Report with a Barcode JavaBean"およ
び "Building a Web Report with a Barcode JavaBean"という例を検索します。この章を
完了するには、両方のファイル・セットが必要です。これは、バーコード Beanを使用
したペーパー・レポートとWebレポート両方の作成方法をこの章で説明するためです。

3. BarcodePaper.zipと BarCodeWeb.zipファイルを、使用するマシンの一時ディレクトリ
にダウンロードします（"d:¥temp"など）。

ペーパー・レポートに対し、
バーコード JavaBeanを設定
するための Before Reportト
リガーを作成する。

1.2.3項「Before Reportトリガーの作成」

ペーパー・レポートに対し、
データ・モデル・ビューと
ツールバーを使用して式列
を含むデータ・モデルを作
成する。

1.2.4項「式列を含むデータ・モデルの作成」

単純な JSPベースのWebレ
ポートを作成する。

1.3.1項「既存の HTMLファイルにおける問合せの作成」

Webレポートに対し、バー
コード・データを呼び出す
ための式列を作成する。

1.3.2項「データ・モデルにおける 3つの式列の作成」

Webソース・ビューで JSP
コードを編集する。

1.3.3項「バーコード JavaBeanの初期化とそのプロパティの設定」

JSPベースのWebレポート
をブラウザに表示する。

1.3.4項「Webに対するレポートの実行」

表表表表 1-1 バーコードバーコードバーコードバーコード Beanの例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能機能機能機能 項項項項
1-2 Oracle9i Reports レポート作成ガイド



この例の前提条件
4. このファイルを、ディレクトリ構造を維持したまま、使用するマシンのサンプル・ファ
イル用のディレクトリに展開します（d:¥orawin90¥examplesなど）。

この zipファイルには、次のファイルが含まれています。

1.1.2 サンプル・スキーマへのアクセスサンプル・スキーマへのアクセスサンプル・スキーマへのアクセスサンプル・スキーマへのアクセス
Oracle9iデータベース付属のサンプル・スキーマに対するアクセス権があるか不明な場合
は、データベース管理者に問い合せてください。この例を完了させるには、スキーマの
"Order Entry"部分に対するアクセス権が必要です。

表表表表 1-2 バーコードバーコードバーコードバーコード JavaBean サンプル・レポートの作成に必要なファイルサンプル・レポートの作成に必要なファイルサンプル・レポートの作成に必要なファイルサンプル・レポートの作成に必要なファイル

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

Examples¥BarcodeBeanPape
r¥result¥ShippingManifest.p
df

バーコードを含んだペーパー・レポートの最終 PDFバージョン。

Examples¥BarcodeBeanPape
r¥scripts¥oraclebarcode.jar

バーコード JavaBean。

Examples¥BarcodeBeanPape
r¥source¥ShippingManifest.
rdf

サンプル・ペーパー・レポートのソース・ファイル。Reports 
Builderでこの RDFを実行すると、ペーパー・レポートの最終結
果がペーパー・デザイン・ビューに表示される。

Examples¥BarcodeBeanWeb¥
result¥ShippingManifestWe
b.jsp

バーコードを含んだWebレポートの最終 JSPバージョン

Examples¥BarcodeBeanWebr
esult¥ShippingManifestWeb
.rdf

バーコードを含んだWebレポートの最終 RDFバージョン

Examples¥BarcodeBeanWeb¥
result¥assets

JSPが実行されたときに Oracle9i Reportsが生成したイメージ。

Examples¥BarcodeBeanWeb¥
scripts¥SQL.txt

入力する必要がある問合せの SQL。

Examples¥BarcodeBeanWeb¥
source¥shippingLabel.html

Webレポートのベースとして使用する HTMLページ。

Examples¥BarcodeBeanWeb
¥source¥assets¥*

JSPベースのWebレポートをWeb上で正しく表示するために必
要なイメージとその他のファイル。

Examples¥BarcodeBeanWeb
¥source¥assets¥BLAFbeige_
logo.gif

JSPベースのWebレポートで使用するイメージ。
バーコードを使用したレポートの作成 1-3



紙出力用バーコード・レポートの作成
1.1.3 REPORTS_CLASSPATH環境変数の更新環境変数の更新環境変数の更新環境変数の更新
Reports JavaBean（紙出力用またはWeb用）を使用する前に、いくつかのステップを実行す
る必要があります。まず、Beanの正しいクラス・パスを使用するように環境を設定する必
要があります。ペーパー・レポートの場合は、その次に Java Importerを使用して JavaBean
を Reports Builderにインポートします。Webレポートの場合は、JSPベース（JavaServer 
Page）レポートから JavaBeanを呼び出します。

この項では、Reportsのクラス・パスを JavaBeanの場所を使用して更新します。Reports 
Builderを起動すると、この新しいクラス・パスからバーコード Beanの場所が認識されま
す。

1. クラス・パスを検索します。

� Windowsの場合は、regeditを使ってレジストリを開き（レジストリを変更する前
に、レジストリのバックアップ取得をお薦めします）、REPORTS_CLASSPATH環
境変数を更新します。

� UNIXの場合は、REPORTS_CLASSPATH環境変数を更新します。

2. 次の場所が反映されるようにクラス・パスを変更します。

ORACLE_HOME/Examples/BarcodeBeanPaper/Scripts/oraclebarcode.jar

3. 新しい環境変数を保存します。

これでレポートを作成する準備が完了しました。

1.2 紙出力用バーコード・レポートの作成紙出力用バーコード・レポートの作成紙出力用バーコード・レポートの作成紙出力用バーコード・レポートの作成
この項では、特定の顧客に対する請求書を表示するペーパーベースのレポートを作成しま
す。この請求書には、顧客の住所、注文内容および注文の追跡番号を表すバーコードが表示
されます。このバーコードをスキャンすることで、注文の状態を確認できます。

次に、JavaBeanをインポートし、紙出力用バーコード・レポート（Acrobat PDF）を作成し
ます。バーコードを使用するWeb用 JSPベース・レポートの作成方法を確認する場合は、
1.3項に進んでください。

注意注意注意注意 : この項の手順を実行しておかないと、提供されている完成済みレ
ポート（ShippingManifestPaper.rdfおよび
ShippingManifestWeb.rdf）も実行できません。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOMEとは Reports Builderがインストールされている
場所（d:¥orawin90¥など）で、Examplesとは例がインストールされてい
る場所です。
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紙出力用バーコード・レポートの作成
1.2.1 Reports Builderへのへのへのへの Javaクラスのインポートクラスのインポートクラスのインポートクラスのインポート
バーコード JavaBeanを使用してペーパー・レポートを作成するには、まず 2つの Javaクラ
スを Reports Builderにインポートする必要があります。これらの Javaクラスをインポート
すると、Reports Builderによってレポートの作成に必要なパッケージが自動的に作成されま
す。

Javaクラスをインポートするにはクラスをインポートするにはクラスをインポートするにはクラスをインポートするには : 
1. Report Builderを起動します。

2. 「取消」をクリックして「ようこそ」ダイアログ・ボックスを閉じます。

3. 「プログラム」⇒「Javaクラスをインポート ...」を選択します。

4. 「Import Java Classes」ダイアログ・ボックスの「Import Classes」フィールドに
「oracle.apps.barcode.util.BarCodeConstants」と入力し、「Import」をク
リックします。

5. パッケージが作成されたら、2つ目の JavaBeanである
oracle.apps.barcode.BarCodeMakerをインポートします。

6. 「Close」をクリックします。

7. オブジェクト・ナビゲータで、"MODULE 1"というレポートの下を参照します。「プロ
グラム・ユニット」ノードをクリックします。Reports Builderによって、パッケージ仕
様部とパッケージ本体が 2つずつ（BARCODECONSTANTSおよび
BARCODEMAKER）作成されたことがわかります。

1.2.2 情報を格納するパッケージの作成情報を格納するパッケージの作成情報を格納するパッケージの作成情報を格納するパッケージの作成
このレポートでは、情報を格納するパッケージを作成する必要があります。

情報を格納するパッケージを作成するには情報を格納するパッケージを作成するには情報を格納するパッケージを作成するには情報を格納するパッケージを作成するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータで、新規レポートの下の「プログラム・ユニット」ノードを
クリックします。

2. 「作成」アイコンをクリックしてプログラム・ユニットを追加します。

注意注意注意注意 : Webレポートを作成する場合は、JavaBeanを呼び出す JSPを作成
するため、この作業が不要となります。

注意注意注意注意 : 新しいクラス・パスを使用するには、ここで Reports Builderを起
動する必要があります。
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紙出力用バーコード・レポートの作成
3. 「New Program Unit」ダイアログ・ボックスで、「globals」と入力します。

4. 「Package」ラジオ・ボタンを選択し、「OK」をクリックします。

5. 次のコードをエディタに入力します。

PACKAGE globals IS
bcobj ora_java.jobject;
barcode_to_use varchar2(256);
tempdir varchar2(100);
directory_sep varchar2(2);

END

完成済みの例（Examples¥BarCodeBeanPaper¥source¥ShippingManifest.rdf）
からコードをコピーして貼り付けることもできます。オブジェクト・ナビゲータで RDF
を開きます。例の名前の下の「プログラム・ユニット」ノードを開きます。"Globals"
パッケージ本体がリストされます。このパッケージを開き、その中のコードをコピーし
て新しいプログラム・ユニットに貼り付けます。

6. 「Compile」をクリックして、コードにエラーがないことを確認します。

7. コードがコンパイルされた後、「閉じる」をクリックします。

8. オブジェクト・ナビゲータで、レポート（"MODULE 1"など）を選択します。

9. 「ファイル」⇒「保存」を選択します。

10. ファイルに shippingmanifest_<自分のイニシャル >.rdfという名前
（shippingmanifest_vwなど）を付けて、新規ファイルを格納する新しいディレクトリ
（"My Examples"など）に保存します。

11.「保存」をクリックします。

これで、レポートのグローバル情報を格納するパッケージの作成が完了しました。

1.2.3 Before Reportトリガーの作成トリガーの作成トリガーの作成トリガーの作成
Before Reportトリガーを使用して、レポートの実行前に実行される特定のタスクを初期化
できます。ここでは、レポートで使用するバーコードのタイプ、およびバーコード・イメー
ジを保存する一時ディレクトリを定義します。

1. オブジェクト・ナビゲータで、SHIPPINGMANIFEST_<自分のイニシャル >の下の「レ
ポート・トリガー」ノードをクリックします。

注意注意注意注意 : コードがコンパイルされない場合は、前述のコードを正確に入力
したかどうかを確認してください。
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紙出力用バーコード・レポートの作成
2. 「BEFORE REPORT」をダブルクリックします。

3. エディタで、既存のテキスト（太字で示されている箇所）の間に次のコードを入力しま
す。

function BeforeReport return boolean is
begin
globals.barcode_to_use := BarCodeConstants.BAR_CODE_128;
globals.bcobj := barcodemaker.new();

return (TRUE);
end;

BarCodeConstants.BAR_CODE_128の値は、有効であれば任意の値に変更できます。どの値
が有効か知るには、「プログラム・ユニット」ノードの下で Object Navigatorを使用して
BarCodeConstantsパッケージ仕様部を開き、パッケージの内容を確認します。

4. 「Compile」をクリックしてエラーがないことを確認します。

5. コードがコンパイルされたら、「閉じる」をクリックします。

6. レポートを保存します。

これで、レポートを実行したときにバーコード・タイプを設定するトリガーの作成が完了し
ました。

1.2.4 式列を含むデータ・モデルの作成式列を含むデータ・モデルの作成式列を含むデータ・モデルの作成式列を含むデータ・モデルの作成
この項では、レポートがサンプル・スキーマからデータを取得するために使用する問合せを
手動で作成します。また、JavaBeanと通信してバーコードを作成する式列を作成し、その後
に生成されたイメージのファイル名を返します。

注意注意注意注意 : 完成済みの例
（Examples¥BarCodeBeanPaper¥source¥ShippingManifest.rdf）
からコードをコピーして貼り付けることもできます。オブジェクト・ナビ
ゲータで RDFを開きます。例の名前の下の「レポート・トリガー」ノー
ドを開きます。"BEFORE REPORT TRIGGER"がリストされているのがわ
かります。このトリガーを開き、エディタからコードをコピーして新しい
ファンクションに貼り付けます。

注意注意注意注意 : エラーがある場合は、必要な Javaクラスをインポートしたか、お
よび入力したコードが前述のコードと一致しているか確認してください。
コードを変更した場合は、再度そのコードをコンパイルします。
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1.2.4.1 問合せの作成問合せの作成問合せの作成問合せの作成
1. オブジェクト・ナビゲータで、SHIPPINGMANIFEST_<自分のイニシャル >の下の
「データ・モデル」をダブルクリックしてレポートのデータ・モデル・ビューを表示し
ます。

2. ツール・パレットで「SQL問合せ」アイコンをクリックし、データ・モデル・ビューの
メイン領域（キャンバス領域）をクリックします。

3. 「SQL問合せ文」フィールドに次のコードを入力（または貼り付け）します。

SELECT ALL CUSTOMERS_A1.CUST_FIRST_NAME,
CUSTOMERS_A1.CUSTOMER_ID, CUSTOMERS_A1.CUST_LAST_NAME,
CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.STREET_ADDRESS,
CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.POSTAL_CODE,
CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.CITY,
CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.STATE_PROVINCE,
CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.COUNTRY_ID, ORDERS.ORDER_ID,
ORDERS.ORDER_DATE,
ORDERS.ORDER_TOTAL, ORDER_ITEMS.LINE_ITEM_ID,
PRODUCTS.PRODUCT_NAME,
ORDER_ITEMS.UNIT_PRICE, ORDER_ITEMS.QUANTITY,
COUNTRIES.COUNTRY_NAME
FROM CUSTOMERS CUSTOMERS_A1, ORDER_ITEMS, ORDERS,
PRODUCTS, HR.COUNTRIES

WHERE ((ORDER_ITEMS.ORDER_ID = ORDERS.ORDER_ID)
AND (ORDERS.CUSTOMER_ID = CUSTOMERS_A1.CUSTOMER_ID)
AND (ORDER_ITEMS.PRODUCT_ID = PRODUCTS.PRODUCT_ID)
AND (CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.COUNTRY_ID =
HR.COUNTRIES.COUNTRY_ID))
AND ORDERS.ORDER_ID = :P_ORDER_ID

ORDER BY order_ID, line_item_ID

完成済みの例（Examples¥BarCodeBeanPaper¥source¥ShippingManifest.rdf）か
らコードをコピーして貼り付けることもできます。オブジェクト・ナビゲータで RDFを開
きます。例の名前の下で「データ・モデル」をダブルクリックして、データ・モデル・
ビューを表示します。問合せ（entitled Q_1）をダブルクリックして、「SQL問合せ文」
フィールドを表示します。

4. 「OK」をクリックします。

サンプル・スキーマが格納されているデータベースに接続されていない場合は、ここで
ログインする必要があります。接続文字列がわからない場合は、データベース管理者に
問い合せてください。

5. バインド・パラメータ p_order_idが作成されたことを示すメッセージが表示された
後、「OK」をクリックします。
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6. 作成したデータ・モデルで、次の列すべてをマウスと [Shift]キーで一度に選択し、現行
の問合せの下の詳細グループまでドラッグします。

� LINE_ITEM_ID

� PRODUCT_NAME

� UNIT_PRICE

� QUANTITY

結果のデータ・モデルは次のようになります。

図図図図 1-1 問合せのデータ・モデル問合せのデータ・モデル問合せのデータ・モデル問合せのデータ・モデル
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1.2.4.2 式列の作成式列の作成式列の作成式列の作成

式列を作成するには式列を作成するには式列を作成するには式列を作成するには : 

1. レポートのデータ・モデルで、「式列」アイコンをクリックして式列を作成します。

2. マスター・グループ（列名のほとんどを含んでいるメイン・グループ）内をクリックし
ます。

式列（CF_1）のプロパティ・インスペクタが表示されます。

3. 列の下の「データ型」プロパティの横にあるドロップダウン・リストから「Character」
を選択します。

4. 「PL/SQL式」プロパティをクリックして、式列のエディタを表示します。

5. エディタで次のコードを入力します（既存のテキストは太字で表記されています）。

function CF_1Formula return Char is
  myFilename varchar2(20);
  result varchar2(20);
  barcodeData VarChar2(50) := :customer_ID ||
:order_ID;
begin
  myFileName := srw.create_temporary_filename;
  barcodemaker.setBarWidthInch(globals.bcobj, 0.005);
  barcodemaker.setBaseCodeData(globals.bcobj,barcodeData);
  barcodemaker.setBarCodeType(globals.bcobj,globals.barcode_to_use);
  myfilename := barcodeData;
  barcodemaker.setFullPath(globals.bcobj, myFileName);
  barcodemaker.renderBarCode(globals.bcobj);
  return(myfilename);
end;

完成済みの例（Examples¥BarCodeBeanPaper¥source¥ShippingManifest.rdf）
からコードをコピーして貼り付けることもできます。オブジェクト・ナビゲータで RDF
を開きます。データ・モデル・ビューで、"CF_1"という式列のプロパティ・インスペク
タを開きます。「PL/SQL式」プロパティをクリックして、式列のコードを表示します。

6. 「Compile」をクリックしてエラーがないことを確認します。

7. コードがコンパイルされたら、「閉じる」をクリックします。

注意注意注意注意 : エラーがある場合は、必要な Javaクラスをインポートしたか、お
よび入力したコードが前述のコードと一致しているか確認してください。
コードを変更した場合は、再度そのコードをコンパイルします。
1-10 Oracle9i Reports レポート作成ガイド
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8. プロパティ・インスペクタで、「ファイルからの読込み」プロパティを検索し、これを
「はい」に設定します。

9. 「ファイル形式」プロパティを「イメージ」に設定します。

10. レポートを保存します。

これでバーコード・レポートのデータ・モデルの作成が完了しました。このモデルには、
バーコード情報を取得してレポートにバーコード・イメージを表示する式列が含まれていま
す。

作成したデータ・モデルと式列の PL/SQLは次のようになります。

図図図図 1-2 データ・モデルと式列データ・モデルと式列データ・モデルと式列データ・モデルと式列 CF_1のプログラム・ユニット・エディタのプログラム・ユニット・エディタのプログラム・ユニット・エディタのプログラム・ユニット・エディタ
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1.2.5 レポートのレイアウトの作成レポートのレイアウトの作成レポートのレイアウトの作成レポートのレイアウトの作成
レポートを実行するには、事前にレイアウトを作成する必要があります。

ペーパー・レイアウトを作成するにはペーパー・レイアウトを作成するにはペーパー・レイアウトを作成するにはペーパー・レイアウトを作成するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータで、レポートのノードの下にある「ペーパー・レイアウト」
を右クリックし、ポップアップ・メニューから「レポート・ウィザード」を選択しま
す。

2. 「レポート・タイプ」ページで、「次へ」をクリックしてWebレイアウトとペーパー・
レイアウトの両方を作成します。

3. 「スタイル」ページで、「グループ上」ラジオ・ボタンを選択し、「次へ」をクリックし
ます。

4. 「データ・ソース」ページで「SQL Query」を選択し、「次へ」をクリックします。

5. 「データ」ページで「次へ」をクリックします。

6. 「グループ」ページで、「グループ・フィールド」列に次のフィールドが表示されている
ことを確認します。

� ORDER_ID

� ORDER_DATE

� CUSTOMER_ID

� CUST_FIRST_NAME

� CUST_LAST_NAME

� STREET_ADDRESSS

� POSTAL_CODE

� COUNTRY_NAME

� CITY

� STATE_PROVINCE

� COUNTRY_ID

� ORDER_TOTAL

� CF_1

7. 「フィールド」ページで、「>>」ボタンをクリックして、すべてのフィールドを表示しま
す。

8. 「合計」ページで、合計が一切表示されていないことを確認してから「完了」をクリッ
クします。
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これでペーパー・レポートのレイアウトが完成しました。レポートを実行すると、ランタイ
ム・パラメータ・フォームが表示されます。P_ORDER_IDの横に、「2354」と入力します。

作成したレポートが、次のようにペーパー・デザイン・ビューに表示されます。

図図図図 1-3 バーコード・ペーパー・レポートのペーパー・デザイン・ビューバーコード・ペーパー・レポートのペーパー・デザイン・ビューバーコード・ペーパー・レポートのペーパー・デザイン・ビューバーコード・ペーパー・レポートのペーパー・デザイン・ビュー

1.3 Web用バーコード・レポートの作成用バーコード・レポートの作成用バーコード・レポートの作成用バーコード・レポートの作成
この項のステップは、1.2.1項「Reports Builderへの Javaクラスのインポート」でインポー
トしたバーコード JavaBeanを使用する JavaServer Pages（JSP）を使用してWebレポート
を作成する方法を示しています。バーコードを含んだペーパー・レポートを作成する場合
は、1.2項「紙出力用バーコード・レポートの作成」を参照してください。

JSPベースのWebレポートの作成に関する概要は、『Oracle9i Reportsチュートリアル』を
参照してください。

注意注意注意注意 : 意図した結果が得られたかどうかがわからない場合は、提供され
ているファイル ShippingManifest.pdfを Acrobat Readerで開きま
す。あるいは、ペーパーに対して ShippingManifest.rdfを実行する
と、レポートがペーパー・デザイン・ビューに表示されます。
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この項で作成するレポートは、紙出力用に作成したレポートと同じです。つまり、特定の顧
客に対する請求書を表示するレポートを作成します。この請求書には、顧客の住所、注文内
容および注文の追跡番号を表すバーコードが表示されます。このバーコードをスキャンする
ことで、注文の状態を確認できます。

提供されている JSPレポートの最終バージョンを実行すると、これらのステップでの作成結
果を確認できます。ただし、Webに対してレポートを実行する前に、ソース・コード内でイ
メージの場所を更新する必要があるので注意してください（1.3.3.1項「参照先へのパスの更
新」を参照）。

JSPベースのWebレポートの作成方法がわからない場合は、『Oracle9i Reportsチュートリ
アル』で、単純な JSPベースWebレポートの作成方法を確認してください。

1.3.1 既存の既存の既存の既存の HTMLファイルにおける問合せの作成ファイルにおける問合せの作成ファイルにおける問合せの作成ファイルにおける問合せの作成
JSPベースのWebレポートを作成する際に、既存の HTMLファイルをテンプレートとして
使用できます。

既存の既存の既存の既存の HTMLファイルに問合せを作成するにはファイルに問合せを作成するにはファイルに問合せを作成するにはファイルに問合せを作成するには : 
1. Reports Builderで、ファイル Examples¥BarcodeBeanWeb¥source¥ShippingLabel.html
を開きます。

ファイルの開き方がわからない場合は、次のステップに従ってください。

a. Reports Builderで「ファイル」⇒「開く」を選択します。

b. サンプル・ファイル用のディレクトリまでナビゲートします。これは、サンプル・
ファイルを入手したディレクトリです。

c. ShippingLabel.htmlというファイルを検索して開きます。

2. オブジェクト・ナビゲータで、SHIPPINGLABELの下の「データ・モデル」ノードをク
リックして、レポートのデータ・モデル・ビューを表示します。

3. ツール・パレットで「SQL問合せ」アイコンをクリックし、データ・モデル・ビューの
メイン領域（キャンバス領域）をクリックします。

4. 「SQL問合せ文」フィールドに次のコードを入力（または貼り付け）します。

SELECT ALL CUSTOMERS_A1.CUST_FIRST_NAME,
CUSTOMERS_A1.CUSTOMER_ID, CUSTOMERS_A1.CUST_LAST_NAME,
CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.STREET_ADDRESS,

注意注意注意注意 : この項での作業を開始する前に、必要なファイルをすべてイン
ポートしたか、および Javaクラスをインポートしてクラス・パスを設定
したか確認する必要があります。1.1項「この例の前提条件」および 1.2.1
項「Reports Builderへの Javaクラスのインポート」を参照してください。
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CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.POSTAL_CODE,
CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.CITY,
CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.STATE_PROVINCE,
CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.COUNTRY_ID,
ORDERS.ORDER_ID, ORDERS.ORDER_DATE, ORDERS.ORDER_TOTAL,
COUNTRIES.COUNTRY_NAME FROM CUSTOMERS CUSTOMERS_A1, ORDERS,
HR.COUNTRIES

WHERE ((ORDERS.CUSTOMER_ID = CUSTOMERS_A1.CUSTOMER_ID)
AND (CUSTOMERS_A1.CUST_ADDRESS.COUNTRY_ID = HR.COUNTRIES.COUNTRY_ID))
AND ORDERS.ORDER_ID = :P_ORDER_ID ORDER BY order_ID

5. 「OK」をクリックします。

サンプル・スキーマが格納されているデータベースに接続されていない場合は、ここで
ログインする必要があります。接続文字列がわからない場合は、データベース管理者に
問い合せてください。

6. バインド・パラメータが作成されたことを示すメッセージが表示された後、「OK」をク
リックします。

7. データ・モデル・ビュー内でグループを右クリックし、「プロパティ・インスペクタ」
を選択してグループのプロパティを表示します。

8. 「名前」フィールドで、既存のテキストを削除し、「G_SHIPMENT」と入力して [Enter]
キーを押します。

これによって、グループの名前が "G_SHIPMENT"に変更されます。

9. プロパティ・インスペクタを閉じます。

10. 作成したデータ・モデルは次のようになります。

注意注意注意注意 : 提供されているファイル
Examples¥BarCodeBeanWeb¥scripts¥SQL.txtからコードをコピーして貼り
付けることもできます。
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図図図図 1-4 JSPベースベースベースベースWebレポートの問合せのデータ・モデルレポートの問合せのデータ・モデルレポートの問合せのデータ・モデルレポートの問合せのデータ・モデル

11. レポートを ShippingLabel_<自分のイニシャル >.jspという名前で保存します。

これによって、このレポートに JSPベースのWebソースが作成されます。

これで、レポート用のデータを取り込む問合せの作成が完了しました。

1.3.2 データ・モデルにおけるデータ・モデルにおけるデータ・モデルにおけるデータ・モデルにおける 3つの式列の作成つの式列の作成つの式列の作成つの式列の作成
注文の追跡番号、注文元および注文先を取得するために、レポートに 3つの式列を作成する
必要があります。

1.3.2.1 TrackingNumber式列の作成式列の作成式列の作成式列の作成

TrackingNumber式列を作成するには式列を作成するには式列を作成するには式列を作成するには : 
1. データ・モデル・ビューのツール・パレットで、「式列」アイコンをクリックします。

2. グループ内をクリックし、CF_1という一時的な名前で最初の式列を作成します。

3. CF_1のプロパティ・インスペクタで、列の名前を TrackingNumberに変更します。

4. 「データ型」プロパティの横にあるリストから「Character」を選択します。

5. 「PL/SQL式」プロパティの横にあるフィールドをクリックしてコード・エディタを表
示します。
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6. エディタで次のコードを入力します（既存のテキストは太字で表記されています）。

function TrackingNumberFormula return char is
begin

return(:Customer_id||:Order_ID||:country_ID);
end;

完成済みの例（Examples¥BarcodeBeanWeb¥result¥ShippingManifestWeb.rdf）
からコードをコピーして貼り付けることもできます。オブジェクト・ナビゲータで RDFを
開きます。「データ・モデル」ノードをダブルクリックしてデータ・モデルを表示します。
グループの中で下へスクロールして「TrackingNumber」式列を見つけ、その列のプロパ
ティ・インスペクタを開きます。「PL/SQL式」の横のフィールドをクリックしてコードを
表示します。

7. 「Compile」をクリックします。

8. コードがコンパイルされた後、「閉じる」をクリックします。

新しい式列 TrackingNumberが、データ・モデルに表示されます。

1.3.2.2 OriginScan式列の作成式列の作成式列の作成式列の作成

OriginScan式列を作成するには式列を作成するには式列を作成するには式列を作成するには : 

1. G_SHIPMENTグループに、CF_1という一時的な名前でもう 1つの式列を作成します。

2. CF_1のプロパティ・インスペクタで、列の名前を OriginScanに変更します。

3. 「Character」データ型を選択します。

4. 「PL/SQL式」プロパティの横にあるフィールドをクリックしてコード・エディタを表
示します。

5. エディタで次のコードを入力します（既存のテキストは太字で表記されています）。

function OriginScanFormula return char is
begin

return('34324-OH-US');
end;

完成済みの例（Examples¥BarcodeBeanWeb¥result¥ShippingManifestWeb.rdf）か
らコードをコピーして貼り付けることもできます。オブジェクト・ナビゲータで RDFを開き

注意注意注意注意 : コードがコンパイルされない場合は、提供されているコードを正
確に入力したかどうかを確認してください。
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ます。「データ・モデル」ノードをダブルクリックしてデータ・モデルを表示します。グルー
プの中で下へスクロールして「OriginScan」式列を見つけ、その列のプロパティ・インスペ
クタを開きます。「PL/SQL式」の横のフィールドをクリックしてコードを表示します。

6. 「Compile」をクリックします。

7. コードがコンパイルされた後、「閉じる」をクリックします。

新しい式列 OriginScanが、データ・モデルに表示されます。

1.3.2.3 DestinationScan式列の作成式列の作成式列の作成式列の作成

DestinationScan式列を作成するには式列を作成するには式列を作成するには式列を作成するには : 

1. G_SHIPMENTグループに、CF_1という一時的な名前でもう 1つの式列を作成します。

2. CF_1のプロパティ・インスペクタで、列の名前を DestinationScanに変更します。

3. 「Character」データ型を選択します。

4. 「PL/SQL式」プロパティの横にあるフィールドをクリックしてコード・エディタを表
示します。

5. エディタで次のコードを入力します（既存のテキストは太字で表記されています）。

function DestinationScanFormula return char is
begin

return(:postal_code||'-'||:state_province||'-'||:country_ID);

end;

完成済みの例（Examples¥BarcodeBeanWeb¥result¥ShippingManifestWeb.rdf）
からコードをコピーして貼り付けることもできます。オブジェクト・ナビゲータで RDFを
開きます。「データ・モデル」ノードをダブルクリックしてデータ・モデルを表示します。
グループの中で下へスクロールして「DestinationScan」式列を見つけ、その列のプロパ
ティ・インスペクタを開きます。「PL/SQL式」の横のフィールドをクリックしてコードを
表示します。

6. 「Compile」をクリックします。

注意注意注意注意 : コードがコンパイルされない場合は、提供されているコードを正
確に入力したかどうかを確認してください。

注意注意注意注意 : コードがコンパイルされない場合は、提供されているコードを正
確に入力したかどうかを確認してください。
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7. コードがコンパイルされた後、「閉じる」をクリックします。

新しい式列 DestinationScanが、データ・モデルに表示されます。

8. レポートを JSPとして保存します。

これで、注文の追跡番号、注文元および注文先の値を取り込む 3つの式列の作成が完了しま
した。作成したデータ・モデルは次のようになります。

図図図図 1-5 3つの式列を持つデータ・モデルつの式列を持つデータ・モデルつの式列を持つデータ・モデルつの式列を持つデータ・モデル

1.3.3 バーコードバーコードバーコードバーコード JavaBeanの初期化とそのプロパティの設定の初期化とそのプロパティの設定の初期化とそのプロパティの設定の初期化とそのプロパティの設定
JSPベースのWebレポートで JavaBeanと通信するには、JSPでその JavaBeanを初期化する
必要があります。ペーパー・レポートで JavaBeanを使用する場合とは異なり、Java 
Importerを使用して Javaクラスをインポートする必要はありません。

この項では、正しいデータを使用してバーコードが作成されるように、Beanのプロパティ
を設定する方法についても説明します。

ソース・ファイル（Examples/BarcodeBeanWeb/result/ShippingManifestWeb.rdf）
を開いてWebソースの該当箇所をレポートにコピーすると、コードを入力する手間が省け
ます。
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1.3.3.1 参照先へのパスの更新参照先へのパスの更新参照先へのパスの更新参照先へのパスの更新
JavaBeanが正しいバーコード・イメージを参照できるようにするには、正しいパスを使用し
てレポートを更新する必要があります。

パスを更新するにはパスを更新するにはパスを更新するにはパスを更新するには : 
1. JSPベースのWebレポートのWebソース（ShippingLabel_<自分のイニシャル >）
を開きます。

データ・モデル・ビューで、「Webソース」アイコンをクリックします。

2. Webソースで、Define Path information for your barcode imagesという
テキストを検索します。

3. このテキストの下で、イメージが生成されるディレクトリをポイントするようにパスを
更新します（d:¥¥temp¥¥docroot¥¥images¥¥ and images¥¥など）。提供されているパス
との整合性を維持するようにしてください。

1.3.3.2 JavaBeanの初期化の初期化の初期化の初期化

JavaBeanを初期化するにはを初期化するにはを初期化するにはを初期化するには : 

1. Webソースで、Initialize the JavaBeansというテキストを検索します。

2. このテキストの下に次のコードを入力します。

 <jsp:useBean id="BC" scope="page" 
class="oracle.apps.barcode.util.BarCodeConstants" />
 <jsp:useBean id="BM" scope="page" class="oracle.apps.barcode.BarCodeMaker" />

1.3.3.3 バーコードバーコードバーコードバーコード JavaBeanのプロパティの設定のプロパティの設定のプロパティの設定のプロパティの設定

JavaBeanのプロパティを設定するにはのプロパティを設定するにはのプロパティを設定するにはのプロパティを設定するには : 

1. Webソースで、Setting the barcodes propertiesというテキストを検索します。

2. このテキストの下に次のコードを入力します。

 <jsp:setProperty name="BM" property="BarCodeType" value="<%= BC.BAR_CODE_128 
%>" />
 <jsp:setProperty name="BM" property="BarWidthInch" value="0.01"/>
 <jsp:setProperty name="BM" property="Directory" value="<%= BarcodePhysicalPath 
%>"/>

注意注意注意注意 : これらのファイルが配置されるディレクトリは、Webサーバーか
らアクセス可能であることが必要です。通常、このディレクトリは、JSP
を保持するディレクトリの下にあります。
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1.3.3.4 バーコード変数の定義バーコード変数の定義バーコード変数の定義バーコード変数の定義

バーコード変数を定義するにはバーコード変数を定義するにはバーコード変数を定義するにはバーコード変数を定義するには : 

1. Webソースで、Define variables to hold the data for the three 
barcodesというテキストを検索します。

2. このテキストの下に次のコードを入力します。

 <%! private String BarCodeData1 = "12345-XX-XX"; %>
 <%! private String BarCodeData2 = "12345-XX-XX"; %>
 <%! private String BarCodeData3 = "12345-XX-XX"; %>

1.3.3.5 For Eachループの作成ループの作成ループの作成ループの作成

For Eachループを作成するにはループを作成するにはループを作成するにはループを作成するには : 

1. Webソースで、Replace this with your RW:FOREACH open tagというテキス
トを検索します。

2. この行を次のコードで置き換えます。

<rw:foreach id="R_G_SHIPMENT" src="G_SHIPMENT">

3. Replace this with your RW:FOREACH close tagというテキストを検索します。

4. この行を次のコードで置き換えます。

</rw:foreach>

1.3.3.6 バーコードをレンダリングする式列のコーディングバーコードをレンダリングする式列のコーディングバーコードをレンダリングする式列のコーディングバーコードをレンダリングする式列のコーディング
1. Webソースで、**BARCODEShippingTrackingNumber**というテキストを検索します。

2. このテキストの下に次のコードを入力します。

<!-- Get the value of the TrackingNumber and assign it to the variable -->
<rw:getValue id="BarCodeData1" src="TrackingNumber"/>
<!-- Set the data for tbe barcode and the filename -->
<jsp:setProperty name="BM" property="BaseCodeData" value="<%= BarCodeData1 %>"/>
<jsp:setProperty name="BM" property="FileName" value="<%= BarCodeData1 %>"/>
<!-- Render the barcode -->
<% BM.renderBarCode(); %>
<!-- View the image in the page -->
<img src="assets/barcodes/<%= BarCodeData1 %>">

"<!--"で始まる行はコメントです。コードにコメントを挿入しない場合は、これらの行
を追加する必要はありません。
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3. Webソースで、**BARCODEOriginScan**というテキストを検索します。

4. このテキストの下に次のコードを入力します。

<!-- Get the value of the OriginScan and assign it to the variable -->
<rw:getValue id="BarCodeData2" src="OriginScan"/>
<!-- Set the data for tbe barcode and the filename -->
<jsp:setProperty name="BM" property="BaseCodeData" value="<%= BarCodeData2 %>"/>
<jsp:setProperty name="BM" property="FileName" value="<%= BarCodeData2 %>"/>
<!-- Render the barcode -->
<% BM.renderBarCode(); %>
<!-- View the image in the page -->
<img src="assets/barcodes/<%= BarCodeData2 %>">

"<!--"で始まる行はコメントです。コードにコメントを挿入しない場合は、これらの行
を追加する必要はありません。

5. Webソースで、**BARCODEDestinationScan**というテキストを検索します。

6. このテキストの下に次のコードを入力します。

<!-- Get the value of the DestinationScan and assign it to the variable -->
<rw:getValue id="BarCodeData3" src="DestinationScan"/>
<!-- Set the data for tbe barcode and the filename -->
<jsp:setProperty name="BM" property="BaseCodeData" value="<%= BarCodeData3 %>"/>
<jsp:setProperty name="BM" property="FileName" value="<%= BarCodeData3 %>"/>
<!-- Render the barcode -->
<% BM.renderBarCode(); %>
<!-- View the image in the page -->
<img src="assets/barcodes/<%= BarCodeData3 %>">

7. レポートを JSPとして保存します。コードを正しくコピーしたかどうかがわからない場
合は、Examples/BarcodeBeanWeb/result/ShippingManifestWeb.rdfを確認してくださ
い。

1.3.4 Webに対するレポートの実行に対するレポートの実行に対するレポートの実行に対するレポートの実行
Webレポートの作成が完了した後、このレポートをWebに対して実行し、結果を確認する
必要があります。

1. 作成したレポート ShippingManifestWeb_<自分のイニシャル >が、オブジェクト・
ナビゲータで選択されていることを確認します。

注意注意注意注意 : "<!--"で始まる行はコメントです。コードにコメントを挿入しない
場合は、これらの行を追加する必要はありません。
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2. ツールバーで「Webレイアウトを実行」アイコンをクリックして、レポートをブラウザ
に対して実行します。

作成したレポートが、次のようにWebブラウザに表示されます。

図図図図 1-6 バーコードを含んだ最終的なバーコードを含んだ最終的なバーコードを含んだ最終的なバーコードを含んだ最終的な JSPベースベースベースベースWebレポートのスナップショットレポートのスナップショットレポートのスナップショットレポートのスナップショット

注意注意注意注意 : 意図したい結果が得られたかどうかがわからない場合は、results
ディレクトリにある ShippingManifestWeb.htmlをWebブラウザで
いつでも開くことができます。あるいは、Webに対して
ShippingManifestWeb.jspを実行すると、レポートがブラウザに表示
されます。
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まとめ
1.4 まとめまとめまとめまとめ
以上ですべての作業が完了しました。バーコード JavaBeanを使用してバーコード・イメー
ジを生成するペーパー・レポートおよび JSPベースのWebレポートが完成しました。

この章で学習した内容は次のとおりです。

� Java Importerを使ったペーパー・レポートへの Javaクラスの追加

� JSPを使用したレポートからの JavaBeanの呼び出し

� PL/SQLパッケージの作成

� Before Reportトリガーによる、使用するバーコード・イメージのタイプの Reports 
Builderに対する指定

� SQL問合せと式列を含んだデータ・モデルの手動作成

� JSPベースのWebレポートで使用するWebソースの編集

� JSPでの JavaBeanの設定

JSP（JavaServer Pages）の詳細は、『Oracle9i Reports チュートリアル』または Reports 
Builderオンライン・ヘルプを参照してください。
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レポートの一括処理と配布レポートの一括処理と配布レポートの一括処理と配布レポートの一括処理と配布

Oracle9i Reportsでは、1つのレポートを同時に複数の宛先に配布できます。この機能を利
用して、レポートを 1つだけ作成し、それを任意のフォーマット（PDFやHTMLなど）で
複数の宛先に配布できます。

この例では、提供されている単純なレポートを変更して、各セクションを個別のレポートに
一括処理します。次に、サンプルの配布 XMLファイルを変更して、個々のレポートを添付
ファイルとする電子メールを各宛先に送信します。また、複数の電子メールに 1つのファイ
ル（レポート全体）を添付して同じ電子メール・アドレスに送信します。

一括処理と配布について一括処理と配布について一括処理と配布について一括処理と配布について
Oracle9i Reportsでは、1つのレポートを同時に複数の宛先に配布できます。この新しく拡
張された配布機能を使用すると、レポートが実行されたときにそのレポートが電子メールの
宛先、ポータル、プリンタまたはその他の場所に配布されるように設定できます。また、
様々な形式や宛先についてデータを取り出すのは一度だけで済むため、パフォーマンスを向
上させることもできます。さらに、1回のジョブ要求で複数の宛先にレポートを公開するこ
とができるため、メンテナンスの手間も軽減されます。これをさらに調整して、ヘッダー・
セクションを一部の受信者に、メイン・セクションを別の受信者に、そしてレポート全体を
全く異なる受信者に送信できます。

一括処理と配布の詳細は、『Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド』を参照
してください。

使用例使用例使用例使用例
ある製造会社のレポート開発者として、月次情報を会社の各倉庫に配布する必要があるとし
ます。この例では、既存のレポートを変更して、各倉庫 IDに基づいてセクションに一括処
理し、倉庫ごとに個別の PDFレポートが作成されるようにします。その後に、提供されて
いる配布 XMLファイルを編集して、各セクションを添付した電子メールを個々の倉庫に送
信します。
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この例の前提条件
2.1 この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件
このマニュアルの例を作成するには、サンプル・ファイルが必要です。また、Oracle9iデー
タベース付属のサンプル・スキーマにアクセスする必要があります。

2.1.1 サンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイル
サンプル・ファイルが手元にない場合は、この例を完了するために必要なファイルを
『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』から入手し、使用するマシンにインストー
ルできます。

サンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするには :
1. 『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』を起動します。

2. 「インデックス」をクリックし、"Bursting and Distributing a Report"という例を検索し
ます。

3. ファイル Distribution.zipを、使用するマシンの一時ディレクトリにダウンロード
します（"d:¥temp"など）。

4. このファイルを、ディレクトリ構造を維持したまま、使用するマシンのサンプル・ファ
イル用のディレクトリに展開します（d:¥orawin90¥examplesなど）。

表表表表 2-1 一括処理と配布の例で説明する機能一括処理と配布の例で説明する機能一括処理と配布の例で説明する機能一括処理と配布の例で説明する機能

機能機能機能機能 項項項項

セクションに一括処理する
ように既存のレポート（ま
たはレポート・ウィザード
で作成したレポート）を変
更する。

2.2項「既存のレポートを一括処理するための設定」

配布に使用する XML定義
ファイルを変更する。

2.3項「配布 XML定義の編集」

PDFフォーマットに対して
レポートを実行し、そのレ
ポートが distribution.xml
ファイルに定義された宛先
に電子メールで送信される
ようにする。

2.4項「レポートの実行」
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既存のレポートを一括処理するための設定
この zipファイルには、次のファイルが含まれています。

2.1.2 サンプル・スキーマへのアクセスサンプル・スキーマへのアクセスサンプル・スキーマへのアクセスサンプル・スキーマへのアクセス
Oracle9iデータベース付属のサンプル・スキーマに対するアクセス権があるか不明な場合
は、データベース管理者に問い合せてください。この例を完了させるには、スキーマの
"Order Entry"部分に対するアクセス権が必要です。

2.2 既存のレポートを一括処理するための設定既存のレポートを一括処理するための設定既存のレポートを一括処理するための設定既存のレポートを一括処理するための設定
この章のために、一括処理に使用できる RDFファイルがあらかじめ用意されています。こ
のレポートを開くときは、「ファイル」⇒「接続」を選択してデータベース内のサンプル・
スキーマに接続する必要があります。スキーマの "Order Entry"部分に対する接続情報が不
明である場合は、データベース管理者に問い合せてください。

この項では、データが各倉庫 IDで一括処理されるように繰返し枠を設定します。こうして、
各セクションをレポートとして出力したデータを、後から個々の倉庫に送信できます。

一括処理のための繰返し枠を設定するには一括処理のための繰返し枠を設定するには一括処理のための繰返し枠を設定するには一括処理のための繰返し枠を設定するには : 
1. Reports Builderで「ファイル」⇒「開く」を選択します。

2. サンプル・ファイル用のディレクトリまでナビゲートし、ファイル inventory_
report_dist.rdfを開きます。

オブジェクト・ナビゲータにレポートが表示されます。

表表表表 2-2 一括処理および配布するサンプル・レポートの作成に必要なファイル一括処理および配布するサンプル・レポートの作成に必要なファイル一括処理および配布するサンプル・レポートの作成に必要なファイル一括処理および配布するサンプル・レポートの作成に必要なファイル

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

Examples¥Distribution¥source¥distribution.x
ml.

レポートの配布プロパティを制御する
XMLファイル。

Examples¥Distribution¥source¥Inventory_
report_dist.rdf

配布するレポート。

Examples¥Distribution¥result¥Inventory_
report_dist.rdf.

一括処理するレポート。

Examples¥Distribution¥result¥Rep_*.pdf レポートを配布および一括処理する際に
生成される PDF。

注意注意注意注意 : 提供されている distribution.xmlファイルを保存しておいて
再利用すれば、配布 XMLファイルを最初から作る必要がなくなります。
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既存のレポートを一括処理するための設定
3. オブジェクト・ナビゲータで、レポート名の下の「ペーパー・レイアウト」ノードをダ
ブルクリックしてペーパー・レイアウト・ビューを表示します。

4. ペーパー・レイアウト・ビューで、最も外側にある繰返し枠（プロパティ・インスペク
タでの名前は R_G_WAREHOUSE_ID）を選択し、これを削除します。

図図図図 2-1 繰返し枠の削除繰返し枠の削除繰返し枠の削除繰返し枠の削除

繰返し枠を削除するには繰返し枠を削除するには繰返し枠を削除するには繰返し枠を削除するには : 
� オブジェクト・ナビゲータで枠を選択します。

� レポート名の下の「ボディ」ノードをダブルクリックして、個々のレイアウト要素
のリストを開きます。

� 「ボディ」ノードの下の「R_G_WAREHOUSE_ID」ノードをダブルクリックしま
す。

� ペーパー・レイアウト・ビューで繰返し枠が選択されます。

� ペーパー・レイアウト・ビューで繰返し枠を削除します。

枠と繰返し枠の詳細は、Reports Builderオンライン・ヘルプを参照してください。

5. オブジェクト・ナビゲータで、「メイン・セクション」ノードを右クリックし、「プロパ
ティ・インスペクタ」を選択します。

メイン・セクションのプロパティ・インスペクタが表示されます。

注意注意注意注意 : 既存の繰返し枠を削除する必要があるのは、レポートを各セク
ションに一括処理するように変更するためです。後から、各セクションを
各倉庫の電子メール IDに配布します。

ヒントヒントヒントヒント : 繰返し枠内のオブジェクトもすべて削除するため、オブジェク
ト・ナビゲータでは繰返し枠を削除しないでください。
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配布 XML定義の編集
6. セクションの下で「繰返し」プロパティを検索し、これを「G_WAREHOUSE_ID」に
設定します。

「繰返し」プロパティを設定するには、ドロップダウン・リストをクリックして項目を
選択します。

7. レポートを inventoryreport_dist_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存し
ます。

これで、レポートを倉庫 IDに基づいて一括処理するよう設定する処理が完了しました。

2.3 配布配布配布配布 XML定義の編集定義の編集定義の編集定義の編集
Oracle9i Reportsの配布 XMLファイルを使用して、配布の詳細を指定できます。たとえば、
電子メールを通じて配布する場合は、受信者、返信先、件名などの詳細を指定できます。

この項では、配布 XMLファイルの変更方法を説明します。配布の実施に必要な情報を入力
する場所はすでに示しました。この distribution.xmlファイルを保存しておいて、後で使用
すれば、配布を使用するたびに手動で別のファイルを作成する必要がなくなります。サンプ
ル・ファイルには、後で役立つようにコメントも記述されています。

レポートを配布する場合は、次のいずれかの作業が必要です。

� ソース・レポート（inventoryreport_dist.rdf）と配布 XMLファイル
（distribution.xml）が同じディレクトリにあることを確認する。

または

� Reports Serverからレポートを実行する場合は、宛先を XMLファイルのパスに設定す
る。（これについては 2.4項「レポートの実行」で説明します。）

これらのファイルは、どちらも Examples/Distribution/source/というディレクトリに用意
されています。

配布の詳細は、『Oracle9iAS Reports Services レポートWeb公開ガイド』マニュアルを参照
してください。

配布配布配布配布 XMLファイルを編集するにはファイルを編集するにはファイルを編集するにはファイルを編集するには : 
1. メモ帳などのテキスト・エディタで、Oracle提供のファイル distribution.xmlを開
きます。

2. プレースホルダ・テキスト <YourFilePath>を検索し、このテキストを生成される
PDFの格納先となる場所の名前で置き換えます。

例 : プレースホルダ・テキストを次の場所の名前で置き換えます。

d:¥temp¥
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レポートの実行
これにより、パスが次のように変更されます。

d:¥temp¥Rep_%amp;&lt;city&gt;.pdf

このフル・パスを使用することで、生成された PDFファイルが自分の d:¥tempディレ
クトリに配置されます。

3. プレースホルダ・テキスト <OriginEmailAddress>を検索し、このテキストを送信
者の電子メール・アドレスで置き換えます。

4. プレースホルダ・テキスト <OriginEmailAddress>のすべてのインスタンスに対し
てステップ 3を実行します。

5. プレースホルダ・テキスト <DestinationEmailAddress>を検索し、最初の受信者
の電子メール・アドレスで置き換えます。

6. プレースホルダ・テキスト <DestinationEmailAddress>のすべてのインスタンス
に対してステップ 5を実行します。

7. XMLファイルを、inventoryreport_dist_<自分のイニシャル >.rdfを保存したディレク
トリに保存します。

これで配布 XMLファイルのカスタマイズが完了しました。このカスタマイズによって、
個々の倉庫のレポートがすべて 1つの電子メールに添付されて本社に送信され、各レポート
が 1つずつ添付された複数の電子メールが個々の倉庫に送信されるようになります。

2.4 レポートの実行レポートの実行レポートの実行レポートの実行
この例はWebレポートであるため、コマンドラインまたはWebブラウザから配布できま
す。どちらの方法でも、次のパラメータが適用されます。

注意注意注意注意 : この例では、複数の電子メールを一度に送信する方法は説明しま
せん。これは、Reports Builderには組込み電子メール・アドレスが供給さ
れていないためです。ただし、レポートを様々な電子メール・アドレスに
送信する場合は、データ・モデルに受信者フィールドを作成する必要があ
ります。さらに、distribution.xmlの "ex2"セクションで、プレースホル
ダ・テキスト <DestinationEmailAddress>を "&amp;&lt;recipient&gt;"で
置き換えます。これで、distribution.xmlファイルの最初のセクション
（"ex1"）を削除できます。

注意注意注意注意 : XMLファイルの宛先は実行時に指定できるため、XMLファイル
を必ずしも RDFと同じディレクトリに保存する必要はありません。
2-6 Oracle9i Reports レポート作成ガイド



まとめ
<YourPath>は、RDFファイルおよび distribution.xmlファイルが置かれている場所です。
ログイン IDと Reportsサーバー名は、サンプルの RDFで使用したサンプル・スキーマに対
するログイン情報です。

コマンドラインを使用する場合

次のテキストをコマンドラインに入力します。

RWRUN REPORT=<YourPath>/inventoryreport_dist_<YourInitials> USERID=<Your Login ID> 
SERVER=<Your Server Name> DISTRIBUTE=YES DESTINATION=<YourPath>/distribution.xml

URLを使用する場合

次のテキストをブラウザの「場所」フィールドに入力します。

../RWSERVLET?REPORT=<YourPath>/inventoryreport_dist_<YourInitials>&USERID=<Your 
Login ID>&SERVER=<Your Server Name>&DISTRIBUTE=YES&DESTINATION=<YourPath> 
/distribution.xml

レポートを実行すると、倉庫 IDに基づいて倉庫ごとにファイルが作成され、指定のディレ
クトリに配置されます。レポートが配布されるときは、これらのファイルすべてが添付され
た 1通の電子メールが 1つのアドレスに送信されます。

distribution.xmlファイルに複数の電子メール・アドレスを設定した場合は、各倉庫（つま
り各電子メール・アドレス）にその倉庫のレポートを含むファイルが添付された電子メール
が送信されます。

2.5 まとめまとめまとめまとめ
以上ですべての作業が完了しました。レポートは無事に配布されています。この章で学習し
た内容は次のとおりです。

� レイアウト内のセクションに一括処理されるように既存のレポートのレイアウトを変更

� distribution.xmlファイルを変更して、電子メールでレポートを配布
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まとめ
2-8 Oracle9i Reports レポート作成ガイド



REFカーソルを使用したペーパー・レポートの
3

REFカーソルを使用したペーパー・レポートの作成カーソルを使用したペーパー・レポートの作成カーソルを使用したペーパー・レポートの作成カーソルを使用したペーパー・レポートの作成

Reports Builderでは、REFカーソルを使用して問合せを容易に管理できます。REFカーソ
ルは PL/SQLカーソル・データ型であるため、これを使用することで PL/SQL問合せから
カーソルを参照できます。たとえば、作成した多数の問合せをレポートで再利用する場合
は、レポート・データ・モデル内で REFカーソルを使用するだけで、それらの問合せにアク
セスできます。

この章では、REFカーソルの使用に関する Report Builderの機能の使用方法を学習します。
このペーパー・レポートを作成するには、データ・モデル・ビューを使用して複数の問合せ
を含むデータ・モデルを作成した後に、レポート・ウィザードを使用してレポート・レイア
ウトを作成します。データ・モデル・ビューにおいて詳細な調整を手動で行います。

REFカーソル問合せについてカーソル問合せについてカーソル問合せについてカーソル問合せについて
REFカーソルは、問合せの中でデータをフェッチするために使用する PL/SQLデータ型で
す。各 REFカーソル問合せは、強く型付けされた REFカーソルを戻す PL/SQLファンク
ションに関連付けられています。PL/SQLファンクションでは、確実に、REFカーソルが
オープンし、REFカーソル型と一致する SELECTリストが存在する SELECT文と関連付け
られている必要があります。次のことを行うときに問合せの基準として REFカーソルを使用
します。

� より簡単な SQLの管理

� レポート内での文字パラメータの使用の回避

� 他のアプリケーションとのデータ・ソースの共有

� 制御とセキュリティの向上

� サブプログラム内のロジックのカプセル化

また、REFカーソルのインプリメントにストアド・プログラム単位を使用する場合は、
Oracleデータベースにそのプログラム単位を同時に格納できるという利点があります。

次の図には、レポートの REFカーソル問合せに SELECT文を使用するレポートを作成する
様子が示されています。また、データベース内のパッケージに SELECT文を格納できること
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も示されています。したがって、データベースからのパッケージのコールをレポートから実
行できるので、多数のレポートでパッケージを再使用できます。

図図図図 3-1 REF カーソルの例の概要カーソルの例の概要カーソルの例の概要カーソルの例の概要

使用例使用例使用例使用例
これから説明する例では、各部門における従業員とその職務上の地位に関する情報を表示す
る詳細レポートを作成します。
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この例の前提条件
3.1 この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件
このマニュアルの例を作成するには、サンプル・ファイルが必要です。サンプル・ファイル
が手元にない場合は、この例を完了するために必要なファイルを『Oracle9i Reports 
Developer スタート・ガイド』から入手し、使用するマシンにインストールできます。

サンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするには :
1. 『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』を起動します。

2. 「インデックス」をクリックし、"Building a Paper Report with Ref Cursors"という例を
検索します。

3. ファイル refcursor.zipを、使用するマシンの一時ディレクトリにダウンロードします
（"d:¥temp"など）。

4. このファイルを、ディレクトリ構造を維持したまま、使用するマシンのサンプル・ファ
イル用のディレクトリに展開します（d:¥orawin90¥examplesなど）。

この zipファイルには、次のファイルが含まれています。

表表表表 3-1 このこのこのこの REFカーソルの例で説明する機能カーソルの例で説明する機能カーソルの例で説明する機能カーソルの例で説明する機能

機能機能機能機能 項項項項

REFカーソルを定義するパッケージ仕様部を作
成する。

3.2項「REFカーソル型の定義」

REFカーソルを使用する REFカーソル問合せ
を作成する。

3.3項「REFカーソル問合せの作成」

データ・モデル内のオブジェクトの名前を変更
して、意味のある名前を指定する。

3.4項「データ・モデルの調整」

REFカーソル問合せ間にグループ間データ・リ
ンクを作成して、これらの問合せ間に関係を構
築する。

3.5項「REFカーソル問合せ間のリンクの作
成」

データを詳細に説明するサマリーを作成する。 3.6項「サマリー列の追加」

レポート・ウィザードを使用して、レポート・
レイアウトを作成する。

3.7項「レイアウトの作成」

REFカーソル問合せで使用する SELECT文を、
レポートから REFカーソル型を定義するパッ
ケージに移動する。

3.8項「パッケージへの SELECT文の移動」

パッケージを PL/SQLライブラリに移動して、
他のレポートとコードを共有する。

3.9項「ライブラリへのパッケージの移動」
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REFカーソル型の定義
3.1.1 サンプルのサンプルのサンプルのサンプルの Human Resourcesスキーマへのアクセススキーマへのアクセススキーマへのアクセススキーマへのアクセス
Oracle9iデータベースに付属するサンプルの Human Resourcesスキーマに対するアクセス
権があるか不明な場合は、データベース管理者に問い合せてください。

3.2 REFカーソル型の定義カーソル型の定義カーソル型の定義カーソル型の定義
REFカーソル問合せを作成するには、まず、REFカーソルを定義するパッケージ仕様部を作
成します。その後で、REFカーソルを使用する問合せを作成します。この項のステップで
は、REFカーソルを定義するパッケージ仕様部を作成します。

REFカーソル型を定義するにはカーソル型を定義するにはカーソル型を定義するにはカーソル型を定義するには :
1. Report Builderを開きます。「ようこそ」ダイアログ・ボックスが表示された場合は、
「新規レポートを手動で作成」をクリックしてから「OK」をクリックしてください。こ
のダイアログ・ボックスが現れないときは、「ファイル」⇒「新規」⇒「レポート」を
選択します。「新規レポートを手動で作成」をクリックし、「OK」をクリックします。

2. オブジェクト・ナビゲータで、UNTITLEDレポート・ノードの下の「プログラム・ユ
ニット」ノードをクリックします。

3. オブジェクト・ナビゲータのツールバーで「作成」アイコンをクリックしてプログラム
単位を追加します。

4. 「New Program Unit」ダイアログ・ボックスで、「concl_cv」をプログラム単位の名前
として入力します。

5. 「Package Spec」をクリックし、「OK」をクリックします。

6. エディタで次のパッケージ仕様部定義を入力します（既存のテキストは太字で表記され
ています）。

PACKAGE concl_cv IS
    type conclass_rec is RECORD 
       (EMPLOYEE_ID NUMBER(6),
     FIRST_NAME VARCHAR2(20),
     LAST_NAME VARCHAR2(25),

表表表表 3-2 REF カーソルを使用したサンプル・レポートの作成に必要なファイルカーソルを使用したサンプル・レポートの作成に必要なファイルカーソルを使用したサンプル・レポートの作成に必要なファイルカーソルを使用したサンプル・レポートの作成に必要なファイル

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

Examples¥RefCursor¥result¥
ref_emp*.rdf

RDFの様々な段階。この章の各項を読み終わるたびにこのファイ
ルを参照すると参考になります。ファイル ref_emp68.rdfが最終
的なレポートです。

Examples¥RefCursor¥scripts
¥refcursor_code.txt

この章で作成する PL/SQLコード。このファイルを基準として、
作成したコードが正しいことを確認するか、または単にこのファ
イルからコードをコピーして Reports Builderに貼り付けます。
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REFカーソル型の定義
     EMAIL VARCHAR2(25),
     PHONE_NUMBER (VARCHAR2(20),
     HIRE_DATE DATE,
     JOB_ID VARCHAR2(10),
     SALARY NUMBER(8,2),
     DEPARTMENT_ID NUMBER(4);
    type conclass_refcur is REF CURSOR return conclass_rec;
END;

このパッケージ仕様部では次の 2つのことを行います。

� データベースから選択するデータを記述するレコード（conclass_rec）を定義しま
す。

� レコードによって記述されたフォーマットでデータを戻す REFカーソルを定義しま
す。

7. 「Compile」をクリックします。

8. コンパイル・エラーが発生した場合は、構文エラーのコードをチェックして必要に応じ
てコンパイルを再実行します。

9. 「閉じる」をクリックします。

10. ステップ 2～ 8を繰り返して、次の特性を持つパッケージ仕様部をあと 2つ作成します
（既存のテキストは太字で表記されています）。

� パッケージ仕様部名パッケージ仕様部名パッケージ仕様部名パッケージ仕様部名 : cont_cv

PACKAGE cont_cv IS
    type container_rec is RECORD 
       (EMPLOYEE_ID NUMBER(6),
        START_DATE DATE,
        END_DATE DATE,
        JOB_ID VARCHAR2(10),
        DEPARTMENT_ID NUMBER(4));
    type container_refcur is REF CURSOR return container_rec;
END;

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/scripts/refcursor_code.txtを開き、
そのコードをコピーして Reports Builderに貼り付けることができます。
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� パッケージ仕様部名パッケージ仕様部名パッケージ仕様部名パッケージ仕様部名 :port_cv

PACKAGE port_cv IS
  type portdesc_rec is RECORD 
       (DEPARTMENT_ID NUMBER(4),
        DEPARTMENT_NAME VARCHAR2(30));
  type portdesc_refcur is REF CURSOR return portdesc_rec;
END;

11.「ファイル」⇒「別名保存」を選択します。このレポートに ref61_<自分のイニシャ
ル >.rdfという名前を付けて、任意のディレクトリに保存します。

3.3 REFカーソル問合せの作成カーソル問合せの作成カーソル問合せの作成カーソル問合せの作成
この項で説明したように、REFカーソルを定義するパッケージ仕様部を作成すると、問合せ
を定義する準備が完了します。

参照カーソル問合せを作成するには参照カーソル問合せを作成するには参照カーソル問合せを作成するには参照カーソル問合せを作成するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータで、「データ・モデル」ノードをダブルクリックしてデータ・

モデル・ビューを表示します。

2. 「REFカーソル問合せ」アイコンをクリックします。

3. データ・モデル・ビューのメイン領域（キャンバス領域）をクリックします。

4. キャンバス領域内でマウスをドラッグして、プログラム単位エディタを表示します。

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/scripts/refcursor_code.txtを開き、
そのコードをコピーして Reports Builderに貼り付けることができます。

注意注意注意注意 : レポートの設計段階では、レポートを異なるファイル名で頻繁に
保存することをお薦めします。そうすれば、エラーが生じたり、変更した
内容に問題がある場合でも、前に保存したファイルに簡単に戻ることがで
きるので、その時点からの修正を加えるだけで済みます。
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5. プログラム単位エディタで、次の太字のコードを入力してファンクションを定義しま
す。新規コードは太字表記になっています。

function q_portdescRefCurDS return port_cv.portdesc_refcur is

temp_portdesc port_cv.portdesc_refcur;

begin

  open temp_portdesc for select department_id, department_name from departments;

  return temp_portdesc;

end;

6. 「Compile」をクリックします。

7. コンパイル・エラーが発生した場合は、構文エラーのコードをチェックして必要に応じ
てコンパイルを再実行します。

8. 「閉じる」をクリックします。データ・モデル・ビュー内にデータ・オブジェクトが表
示されます。

9. データ・モデル・ビュー内で、REFカーソル問合せオブジェクト（QR_1）をクリック
し、次に「ツール」⇒「プロパティ・インスペクタ」を選択します。

10.「一般情報」ノードの下で、「名前」プロパティを q_portdescに変更します。

11. [Enter]キーまたは [Return]キーを押すか、プロパティ・インスペクタ内のその他の
フィールドをクリックして、変更を受け入れます。

12. プロパティ・インスペクタを閉じます。

13. ステップ 2～ 11を繰り返して、次の特性を持つ問合せをあと 2つ作成します。問合せ
を作成した後、必ずプロパティ・インスペクタを使用して問合せの名前を変更してくだ
さい。新規コードは太字表記になっています。

� 問合せ名問合せ名問合せ名問合せ名 : q_container

function q_containerRefCurDS return cont_cv.container_refcur is
temp_container cont_cv.container_refcur;
begin
    open temp_container for 

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/scripts/refcursor_code.txtを開き、
そのコードをコピーして Reports Builderに貼り付けることができます。

ヒントヒントヒントヒント : オブジェクトには常に意味のある名前を付けることをお薦めし
ます。特に、多数のオブジェクトのあるレポートを作成するときには、意
味のある名前を付けておくと便利です。後にレイアウトを作成するとき、
意味のある名前の問合せおよびグループが存在すると便利です。
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     select employee_id, 
         start_date
         end_date,
         job_id,
         department_id
      from job_history;
    return temp_container
end;

� 問合せ名問合せ名問合せ名問合せ名 : q_conclass

function q_conclassRefCurDS return concl_cv.conclass_refcur is
temp_concl concl_cv.conclass_refcur;
begin
  open temp_concl for
   select employee_id,
        first_name,
        last_name,
        email,
        phone_number,
        hire_date,
        job_id,
        salary,
        department_id
   from employees;
  return temp_concl;
end;

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/scripts/refcursor_code.txtを開き、
そのコードをコピーして Reports Builderに貼り付けることができます。
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データ・モデルが、次の図と同じようになります。

図図図図 3-2 3つの問合せを持つデータ・モデルつの問合せを持つデータ・モデルつの問合せを持つデータ・モデルつの問合せを持つデータ・モデル

14. レポートを ref_62_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存します。

3.4 データ・モデルの調整データ・モデルの調整データ・モデルの調整データ・モデルの調整
この項では、データ・モデル内の一部のオブジェクトの名前を変更して、オブジェクトに意
味のある名前を指定します。また、ブレーク・グループも作成します。

データ・モデルを調整するにはデータ・モデルを調整するにはデータ・モデルを調整するにはデータ・モデルを調整するには : 
1. データ・モデル・ビューで、グループ G_EMPLOYEE_IDのタイトル・バーを数インチ

下にドラッグしてグループ全体を移動します。

2. JOB_IDという名前の列をクリックし、そのまま G_EMPLOYEE_IDの外側上部までド
ラッグして新規のブレーク・グループを作成します。次の図を参照してください。

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/result/ref_emp62.rdfを開き、デー
タ・モデルを表示して作成結果と比較できます。
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図図図図 3-3 グループを持つ問合せグループを持つ問合せグループを持つ問合せグループを持つ問合せ

3. JOB_IDが含まれている新規グループのタイトル・バーをクリックし、「ツール」=>「プ
ロパティ・インスペクタ」を選択します。

4. 「一般情報」ノードで、「名前」プロパティを G_conlabelに変更します。

5. [Enter]キーまたは [Return]キーを押すか、プロパティ・インスペクタ内のその他の
フィールドをクリックして、変更を受け入れます。

6. プロパティ・インスペクタを閉じます。

7. データ・モデル・ビューにおいてデータ・モデルが次の図と同じようになります。
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図図図図 3-4 グループを持つデータ・モデルグループを持つデータ・モデルグループを持つデータ・モデルグループを持つデータ・モデル

8. レポートを ref_63_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存します。

3.5 REFカーソル問合せ間のリンクの作成カーソル問合せ間のリンクの作成カーソル問合せ間のリンクの作成カーソル問合せ間のリンクの作成
現時点では、作成した問合せの間に関連性はありません。問合せ間に関係を構築するには、
グループ間データ・リンクを作成する必要があります。この項のステップでは、リンクを作
成します。

REFカーソル問合せ間にリンクを作成するにはカーソル問合せ間にリンクを作成するにはカーソル問合せ間にリンクを作成するにはカーソル問合せ間にリンクを作成するには : 
1. データ・モデル・ビュー内で、「データ・リンク」アイコンをクリックします。

2. G_DEPARTMENT_IDのタイトル・バーをクリックし、そのまま G_EMPLOYEE_IDの
タイトル・バーまでドラッグします。

3. 「q_container」をダブルクリックします。プログラム単位エディタが表示されます。

4. ここで、SELECT文のWHERE句にコードを追加して、主キーおよび外部キーとして使
用する列を指定します。

from job_historyの後に次のコードを追加します。

where :department_id = department_id;

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/result/ref_emp63.rdfを開き、デー
タ・モデルを表示して作成結果と比較できます。
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セミコロン（;）の前にWHERE句があることを確認します。

::department_idは、G_DEPARTMENT_ID内の DEPARTMENT_IDを参照するバイン
ド変数であることに注意してください。

5. 「Compile」をクリックします。

6. コンパイル・エラーが発生した場合は、構文エラーのコードをチェックして必要に応じ
てコンパイルを再実行します。

7. 「閉じる」をクリックします。

8. 「データ・リンク」アイコンをクリックします。

9. G_EMPLOYEE_IDのタイトル・バーをクリックし、そのまま G_EMPLOYEE_ID1のタ
イトル・バーまでドラッグします。

10.「q_conclass」をダブルクリックします。

11. ここで、SELECT文にWHERE句を追加します。カーソルを FROM EMPLOYEESとセミ
コロン（;）の間に挿入し、[Enter]キーまたは [Return]キーを押して新しい行を作成し
ます。

12. 次のコードを追加します。

where :employee_id = employee_id;

セミコロン（;）の前にWHERE句があることを確認します。

:employee_idは、G_employee_id内の EMPLOYEE_ID列を参照するバインド変数で
あることに注意してください。

13.「Compile」をクリックします。

14. コンパイル・エラーが発生した場合は、構文エラーのコードをチェックして必要に応じ
てコンパイルを再実行します。

15.「閉じる」をクリックします。

16. データ・モデルが、次の図と同じようになります。
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図図図図 3-5 リンクを持つデータ・モデルリンクを持つデータ・モデルリンクを持つデータ・モデルリンクを持つデータ・モデル

17. レポートを ref_64_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存します。

3.6 サマリー列の追加サマリー列の追加サマリー列の追加サマリー列の追加
現在、問合せが完成しリンクが作成されています。この項のステップでは、データを集計す
る列を作成します。

サマリー列を追加するにはサマリー列を追加するにはサマリー列を追加するにはサマリー列を追加するには :
1. データ・モデル・ビュー内で、「サマリー列」アイコンをクリックします。

2. G_EMPLOYEE_IDグループの内部をクリックします。これにより新しい列、CS_1が作
成されます。

3. 新しく作成した列をダブルクリックしてプロパティ・インスペクタを開きます。

4. 「一般情報」ノードで、「名前」プロパティを CS_classcountに変更します。

5. 「サマリー」ノードで、次の設定を変更します。

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/result/ref_emp64.rdfを開き、デー
タ・モデルを表示して作成結果と比較できます。
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6. プロパティ・インスペクタのその他のフィールドをクリックして、変更を受け入れま
す。

7. プロパティ・インスペクタを閉じます。

これで、従業員数をカウントするサマリーが作成されました。レポートのレイアウト内
ではサマリーを使用しませんが、後で他に対するソースとしてサマリーを使用します。

8. ステップ 1～ 5を繰り返して、次の特性を持つサマリーを作成します。

これらのサマリーについてはまだ学習していません。これらのサマリーの目的は、レ
ポート・レイアウトを作成してライブ・データをプレビューするときに説明します。

データ・モデルが、次の図と同じようになります。

表表表表 3-3 サマリー列の設定サマリー列の設定サマリー列の設定サマリー列の設定

プロパティプロパティプロパティプロパティ 設定設定設定設定

ファンクション カウント

ソース employee_id

リセット位置 G_department_id

作成グループ作成グループ作成グループ作成グループ 名前名前名前名前 ファンクションファンクションファンクションファンクション ソースソースソースソース リセット位置リセット位置リセット位置リセット位置

G_conlabel CS_conlabel_
classcount

合計 CS_classcount G_conlabel

G_department_id CS_port_count 合計 CS_conlabel_
classcount

G_DEPARTMENT_ID
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図図図図 3-6 サマリー列を持つデータ・モデルサマリー列を持つデータ・モデルサマリー列を持つデータ・モデルサマリー列を持つデータ・モデル

9. レポートを ref_65_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存します。

3.7 レイアウトの作成レイアウトの作成レイアウトの作成レイアウトの作成
作業データ・モデルはすでにあるので、この項のステップではレイアウトを作成します。

ペーパー・レイアウトを作成するにはペーパー・レイアウトを作成するにはペーパー・レイアウトを作成するにはペーパー・レイアウトを作成するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータでレポート名を右クリックし、「レポート・ウィザード」を
選択します。

2. 「レポート・タイプ」ページで、「ペーパー・レイアウトのみ作成」ラジオ・ボタンを選
択し、「次へ」をクリックします。

3. 「スタイル」ページで、「My Employees」をタイトルとして入力します。

4. レポート・スタイルとして「グループ上」をクリックします。

5. 「次へ」をクリックします。

6. 「グループ」ページで G_conlabelをクリックし、「下」をクリックします。

注意注意注意注意 : 作成結果を提供されているファイル（ref_emp65.rdf）と比較する
こともできます。
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7. 次に対してステップ 5を繰り返します。

� G_DEPARTMENT_ID

� G_EMPLOYEE_ID

8. 「次へ」をクリックします。

9. 「フィールド」ページで、DEPARTMENT_NAMEをクリックし、右矢印をクリックし
ます。

10. 次に対してステップ 8を繰り返します。

� EMPLOYEE_ID

� START_DATE

� END_DATE

� JOB_ID

� CS_port_count

11.「次へ」をクリックします。

12.「ラベル」ページで、次の表に示すラベルおよび幅を入力します。

13.「次へ」をクリックします。

14.「テンプレート」ページで、「事前定義テンプレート」をクリックし、「Beige」を選択し
ます。

15.「完了」をクリックします。レポートが自動的にペーパー・デザイン・ビューに表示さ
れます。

列列列列 ラベルラベルラベルラベル 幅幅幅幅

DEPARTMENT_NAME Department 10

EMPLOYEE_ID Employee ID 8

START_DATE Start Date 9

END_DATE End Date 9

JOB_ID Job ID 10

CS_port_count Total: 12
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図図図図 3-7 REF カーソル・レポートのペーパー・デザイン・ビューカーソル・レポートのペーパー・デザイン・ビューカーソル・レポートのペーパー・デザイン・ビューカーソル・レポートのペーパー・デザイン・ビュー

16. レポートを ref_66_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存します。

3.8 パッケージへのパッケージへのパッケージへのパッケージへの SELECT文の移動文の移動文の移動文の移動
現行のレポート構成では、REFカーソル問合せによって使用される SELECT文はレポート内
に置かれています。多くの場合、REFカーソル型を定義するパッケージ内に SELECT文を配
置しておくと有利です。これにより、同じ SELECT文を使用するレポートそれぞれに
SELECT文を直接入力しなくても、パッケージを簡単に参照できるようになります。
SELECT文を変更（たとえば、句を修正または追加）する必要がある場合は、パッケージ内
で SELECT文を単純に一度更新するのみです。各レポートで更新する必要はありません。

この項のステップでは、REFカーソル型を定義するパッケージに SELECT文を移動します。

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/result/ref_emp66.rdfを開き、ペー
パー・デザイン・ビューを表示して、作成結果と比較できます。
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SELECT文をパッケージに移動するには文をパッケージに移動するには文をパッケージに移動するには文をパッケージに移動するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータで、レポートの「プログラム・ユニット」ノードをクリック
します。

2. 「作成」アイコンをクリックして、プログラム単位を追加します。

3. 「New Program Unit」ダイアログ・ボックスで、プログラム単位の名前として「cont_
cv」を入力します。

4. 「Package Body」をクリックし、「OK」をクリックします。

5. 次のコードをエディタに入力します。

PACKAGE BODY cont_cv IS

     function query_container (p_department_id number) return container_

     refcur is tempcv_container cont_cv.container_refcur;

  begin

open tempcv_container for
select employee_id,
start_date,
end_date,
job_id,
department_id
from   job_history
where  :department_id=department_id;

return tempcv_container;
end;

END;

6. 「Compile」をクリックします。

7. コンパイル・エラーが発生した場合は、構文エラーのコードをチェックして必要に応じ
てコンパイルを再実行します。

8. 「閉じる」をクリックします。

9. これでファンクションが定義されました。このファンクションをパッケージ仕様部に追
加して参照できるようにします。他のプログラム単位がパッケージ本体内のファンク
ションを認識するのは、パッケージ仕様部にファンクションが記述されている場合のみ
です。

オブジェクト・ナビゲータで「CONT_CV(Package Spec)」オブジェクトをダブルク
リックします。

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/scripts/refcursor_code.txtを開き、
そのコードをコピーして Reports Builderに貼り付けることができます。
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10. プログラム単位エディタで、END;文の上に次の行を入力します。

function query_container (p_department_id number) return container_refcur;

11.「閉じる」をクリックします。

12.「プログラム」⇒「コンパイル」⇒「すべて」を選択します。

13. 終了したら、「OK」をクリックします。

14. オブジェクト・ナビゲータで、「プログラム・ユニット」オブジェクトの下の「Q_
CONTAINERREFCURDS」オブジェクトをダブルクリックします。

15. コードを次のように編集します。

function Q_containerRefCurDS return cont_cv.container_refcur is
    temp_container cont_cv.container_refcur;
begin
     temp_container:=cont_cv.query_container (:department_id);
       return temp_container;
end;

終了すると、問合せのロジックはすべて、query_containerという名前のファンクショ
ン内に置かれます。これ以降 query_containerを変更するときは、この問合せおよびこ
の問合せを参照するその他の問合せを変更します。

16.「Compile」をクリックします。

17. コンパイル・エラーが発生した場合は、構文エラーのコードをチェックして必要に応じ
てコンパイルを再実行します。

18.「閉じる」をクリックします。

19.「ペーパー・デザイン」アイコンをクリックしてペーパー・デザイン・ビューにレポー
トを表示します。

20. レポートを ref_67_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存します。

演習（オプション）演習（オプション）演習（オプション）演習（オプション）: 

レポート内の他の 2つの問合せについてステップ 1～ 19を繰り返します。

注意注意注意注意 : ファイル Examples/RefCursor/scripts/refcursor_code.txtを開き、
そのコードをコピーして Reports Builderに貼り付けることができます。
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3.9 ライブラリへのパッケージの移動ライブラリへのパッケージの移動ライブラリへのパッケージの移動ライブラリへのパッケージの移動
同一の REFカーソル型および SELECT文を使用する多数のレポートが存在する場合は、
ファイルまたはデータベースに格納されている PL/SQLライブラリ内に作成したプログラム
単位を移動することにより、別のレポートでコードを容易に共有できます。この項のステッ
プでは、プログラム単位を PL/SQLライブラリに移動します。

パッケージをライブラリに移動するにはパッケージをライブラリに移動するにはパッケージをライブラリに移動するにはパッケージをライブラリに移動するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータで、「PL/SQLライブラリ」オブジェクトをクリックします。

2. 「作成」アイコンをクリックして新しいライブラリを追加します。

3. 「ファイル」⇒「別名保存」を選択します。

4. 「DEPT_CONTAINER」をライブラリとして入力します。

5. 「File System」をクリックします。

6. 「OK」をクリックします。

7. 次に示すレポートのプログラム単位を、新規に作成した DEPT_CONTAINERライブラ
リの「プログラム・ユニット」ノードにドラッグ・アンド・ドロップします。

� CONCL_CV(Package Spec)

� CONT_CV(Package Spec)

� CONT_CV(Package Body)

� PORT_CV(Package Spec)

8. DEPT_CONTAINERを保存します。

9. ペーパー・デザイン・ビューが開いている場合は、閉じてください。

10. オブジェクト・ナビゲータで、自分のレポートの「プログラム・ユニット」ノードの下
にある「CONCL_CV(Package Spec)」、「CONT_CV(Package Spec)」、「CONT_
CV(Package Body)」および「PORT_CV(Package Spec)」を削除します。

11. レポートの「連結ライブラリ」ノードをクリックします。

12.「作成」アイコンをクリックして新しい連結ライブラリを追加します。

13.「連結ライブラリ」ダイアログ・ボックスで「File System」をクリックします。

注意注意注意注意 : レポートからパッケージを削除するときにペーパー・デザイン・
ビューが開いていると、エラーが発生する場合があります。
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14.「Browse」をクリックして DEPT_CONTAINERライブラリを検索します。このライブ
ラリのファイル拡張子は、.PLLです。DEPT_CONTAINERを見つけ、選択して「開
く」をクリックします。

15.「Attach」をクリックします。

16.「プログラム」⇒「コンパイル」⇒「すべて」を選択します。

17.「OK」をクリックして「コンパイル」ウィンドウを閉じます。

18. ツールバーで、「ペーパー・デザイン」アイコンをクリックしてレポートを表示します。

19. レポートを ref_68_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存します。

演習（オプション）演習（オプション）演習（オプション）演習（オプション）: 

PL/SQLライブラリをファイルではなくデータベースに格納してください。このオプション
演習を完了するには、データベースでの "作成 "権限が必要です。

3.10 まとめまとめまとめまとめ
以上ですべての作業が完了しました。REFカーソル問合せのサンプル・レポートが完成しま
した。この章で学習した内容は次のとおりです。

� REFカーソルを定義するパッケージ仕様部の作成

� REFカーソル問合せの作成

� REFカーソル問合せ間のデータ・リンクの作成

� データを説明するサマリーの作成

� レポート・レイアウトの作成

� パッケージへの SELECT文の移動

� PL/SQLライブラリへのパッケージの移動

REFカーソルの使用方法の詳細は、Reports Builderオンライン・ヘルプを参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : レポートを表示するときにエラーが発生する場合は、ステップ 16
～ 18を繰り返してください。
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XMLトランスポータブル・データ・ソースを使用したレポートの
4

XMLトランスポータブル・データ・ソースをトランスポータブル・データ・ソースをトランスポータブル・データ・ソースをトランスポータブル・データ・ソースを

使用した使用した使用した使用したレポートの作成レポートの作成レポートの作成レポートの作成

Reports Builderでは、任意のデータ・ソースを使用できます。この章では、Oracle9i 
Reportsに付属の XMLトランスポータブル・データ・ソースを使用する方法について説明
します。

トランスポータブル・データ・ソースについてトランスポータブル・データ・ソースについてトランスポータブル・データ・ソースについてトランスポータブル・データ・ソースについて
企業の様々なデータ・ソースから、公開の必要な情報を得ることがよくあります。これらの
データ・ソースは、SQLベース（リレーショナル・データベース）の場合もあれば、XML
や OLAPなどの非 SQLベースの場合もあります。意味のある情報を公開するために、1つ
以上のデータ・ソースからのデータを結合する必要がある場合も少なくありません。たとえ
ば、傾向とパフォーマンスを比較するために、リレーショナル・データベースのデータをマ
ルチディメンション・データベースのデータと結合する場合などです。

Oracle9i Reportsでは、あらゆるデータ・ソースのデータに対し、集計、要約、形式設定、
スケジューリングなどの機能を利用できます。PDS（トランスポータブル・データ・ソー
ス）アーキテクチャを利用すれば、ユーザー固有のデータ・ソースにも、Oracle9i Reports
で利用可能なデータ・ソース（XML、JDBC、テキストおよび Express）にも接続できます。

トランスポータブル・データ・ソースの詳細は、Reports Builderオンライン・ヘルプおよび
PDS APIの Javadocに関するマニュアルを参照してください。

使用例使用例使用例使用例
米国と海外に倉庫を置いて、国際的な取引を行っているとします。これらの倉庫では、各現
場でローカルに業務データを保存する、分散型管理システムを運用しています。倉庫の在庫
は、現地の責任者が管理しています。ところが、計画を行うために、本社のチームがすべて
の倉庫の最新データを含む在庫データ（SQL形式）にアクセスする必要が生じました。倉庫
のデータは、XMLストリームとしてのみ入手できます。この例では、ローカル・データ
ベースのデータ（つまり倉庫データ）と XML入力からのデータを結合して、Webレポート
を作成する方法を習得します。
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この例の前提条件
この例では、静的 XMLファイルを使用します。レポートは、受注入力システムの業務間イン
タフェースを使用して、XMLによる入力にオンラインでアクセスします。

4.1 この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件
このマニュアルの例を作成するには、サンプル・ファイルが必要です。また、Oracle9iデー
タベース付属のサンプル・スキーマにアクセスする必要があります。

4.1.1 サンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイル
サンプル・ファイルが手元にない場合は、この例を完了するために必要なファイルを
『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』から入手し、使用するマシンにインストー
ルできます。

サンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするには : 
1. 『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』を起動します。

2. 「インデックス」をクリックし、"Building a Report using an XML Pluggable Data 
Source"という例を検索します。

3. ファイル XML_PDS.zipを、使用するマシンの一時ディレクトリにダウンロードします
（"d:¥temp"など）。

表表表表 4-1 XML PDSの例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能

機能機能機能機能 項項項項

SQL問合せを手動で作成す
る。

4.2.1項「新規レポートの SQL問合せの作成」

データ・ウィザードを使用
して XML問合せを作成す
る。

4.2.2項「XMLデータ・ソースへのアクセスに使用する
XML問合せの作成」

SQL問合せと XML問合せ
間にデータ・リンクを作成
する。

4.2.3項「2つの問合せ間のデータ・リンクの作成」

レポート・ウィザードを使
用してレポートのレイアウ
トを作成する。

4.2.4項「レポート・ウィザードを使用したレポートの
レイアウトの作成」

フォーマット・トリガーと
プロシージャを使用して行
カラーを交互に適用する。

4.2.5項「レポートの行カラーの交互適用」

グループ・フィルタを使用
して XMLデータをソート
する。

4.2.6項「グループを使用した XMLデータのフィルタリ
ング」
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SQL問合せと XML問合せを使用したレポートの手動作成
4. このファイルを、ディレクトリ構造を維持したまま、使用するマシンのサンプル・ファ
イル用のディレクトリに展開します（d:¥orawin90¥examplesなど）。

この zipファイルには、次のファイルが含まれています。

4.1.2 サンプル・スキーマへのアクセスサンプル・スキーマへのアクセスサンプル・スキーマへのアクセスサンプル・スキーマへのアクセス
Oracle9iデータベース付属のサンプル・スキーマに対するアクセス権があるか不明な場合
は、データベース管理者に問い合せてください。この例を完了させるには、スキーマの
"Order Entry"部分に対するアクセス権が必要です。通常、このスキーマにログインするに
はユーザー IDとパスワード "oe/oe"を指定し、データベースの名前を入力します。

4.2 SQL問合せと問合せと問合せと問合せと XML問合せを使用したレポートの手動作成問合せを使用したレポートの手動作成問合せを使用したレポートの手動作成問合せを使用したレポートの手動作成
レポートは、レポート・ウィザードを使用して作成するか、または独自に作成できます。こ
のレポートを作成するには、SQL問合せと XML問合せという 2つの問合せを作成する必要
があります。

4.2.1 新規レポートの新規レポートの新規レポートの新規レポートの SQL問合せの作成問合せの作成問合せの作成問合せの作成
SQL問合せを作成するときは、Oracle9iデータベースに付属するサンプル・スキーマの
Order Entry部分にアクセスする必要があります。アクセス権がない場合は、データベース

表表表表 4-2 XML PDSを使用したサンプル・レポートの作成に必要なファイルを使用したサンプル・レポートの作成に必要なファイルを使用したサンプル・レポートの作成に必要なファイルを使用したサンプル・レポートの作成に必要なファイル

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

Examples¥XML_PDS¥result¥inventory_
report.pdf

ペーパー・レポートの最終 PDF
バージョン。

Examples¥XML_PDS¥result¥inventory_
report.rdf

ペーパー・レポートの最終 RDF
バージョン。

Examples¥XML_PDS¥scripts¥XMLPDS_SQL.txt このレポートで使用する各種 SQL
文。

Examples¥XML_PDS¥scripts¥warehouse_
inventory.xml

レポート内の問合せで使用する
XMLデータ・ソース。

Examples¥XML_PDS¥scripts¥warehouse_
inventory.xsd

レポートの XMLデータ・ストリー
ム。

注意注意注意注意 : index.htmlファイルと assetsディレクトリは、『Oracle9i Reports 
Developerスタート・ガイド』Webサイトの一部として使用される場合が
あります。これらのファイルは、削除または移動しないでください。
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管理者に問い合せてください。通常は、接続文字列 "oe/oe@<データベース名 >"を使用し
てログインできます。

SQL問合せを作成するには問合せを作成するには問合せを作成するには問合せを作成するには : 
1. Reports Builderで、「ファイル」⇒「新規」⇒「レポート」を選択します。

2. 「新規レポート」ダイアログ・ボックスで、「新規レポートを手動で作成」ラジオ・ボタ
ンを選択して「OK」をクリックします。

オブジェクト・ナビゲータに、新規のレポートが "MODULE 2"などの名前で表示され
ます。新規レポートのデータ・モデル・ビューも表示されます。

3. データ・モデル・ビューのツール・パレットで、「SQL問合せ」アイコンをクリックし
ます。

4. キャンバス上に問合せを作成する領域を描画します。

5. 「SQL文」フィールドに、次のコードを入力します。

select   W.WAREHOUSE_ID,
         W.WAREHOUSE_NAME,
         L.CITY,
         L.STATE_PROVINCE,
         C.COUNTRY_NAME
from     WAREHOUSES W
         HR.LOCATIONS L
         HR.COUNTRIES C
where    ( W.LOCATION_ID = L.LOCATION_ID(+) )
  and    ( L.COUNTRY_ID = C.COUNTRY_ID(+) )
order by C.COUNTRY_NAME, W.WAREHOUSE_NAME

6. 「OK」をクリックします。

次のようにデータ・モデルがデータ・モデル・ビューに表示されます。

注意注意注意注意 : 提供されているテキスト・ファイル、xmlpds_sql.txtからコー
ドをコピーして貼り付けることもできます。テキスト・エディタでこの
ファイルを開き、List of Warehouse問合せを「SQL文」テキスト・ボッ
クスにコピーします。

注意注意注意注意 : 「接続」ダイアログ・ボックスが表示された場合は、ユーザー ID、
パスワードおよびサンプル・スキーマを含んでいるデータベースの名前を
入力します。
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SQL問合せと XML問合せを使用したレポートの手動作成
図図図図 4-1 XML PDSの例のの例のの例のの例の SQL問合せで使用するデータ・モデル問合せで使用するデータ・モデル問合せで使用するデータ・モデル問合せで使用するデータ・モデル

7. レポートを inventoryreport_xml_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存し
ます。

これで、レポートのデータを取得する SQL問合せの作成が完了しました。

4.2.2 XMLデータ・ソースへのアクセスに使用するデータ・ソースへのアクセスに使用するデータ・ソースへのアクセスに使用するデータ・ソースへのアクセスに使用する XML問合せの作成問合せの作成問合せの作成問合せの作成
この項では、XMLデータ・ソースにアクセスするための問合せを作成します。提供されて
いる結果のレポートを参照すると、作成した問合せが正しいかどうかを確認できます。ただ
し、データ定義ファイルへのパスを、提供されているサンプル・ファイルの場所の名前で更
新する必要があります。

XML問合せを作成するには問合せを作成するには問合せを作成するには問合せを作成するには : 
1. データ・モデル・ビューで、「挿入」⇒「問合せ」を選択して別の問合せを作成します。

2. データ・ウィザードが表示されたら、「ようこそ」ページで「次へ」をクリックします。

3. 「問合せ」ページで、「次へ」をクリックします。

4. 次のページで、「XML Query」をクリックし、「次へ」をクリックします。

5. 「データ・ソース定義」ページで、「問合せ定義」をクリックします。

6. 「XML問合せの定義」ダイアログ・ボックスで、「Data Definition」の下の「Browse」
をクリックして、提供されている XSDファイル、warehouse_inventory.xsdを検
索します。

7. ファイルを検出したらそれを選択し、「開く」をクリックします。
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8. 「XML問合せの定義」ダイアログ・ボックスで、「Data Source」の下の「Browse」をク
リックして、データを含む XMLファイル、warehouse_inventory.xmlを検索しま
す。

作成したデータ定義を提供されているデータ定義と比較する場合は、データ定義の場所
を、作成したファイルの場所で置き換えてください。

9. ファイルを検出したらそれを選択し、「開く」をクリックします。

10.「XML問合せの定義」ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックします。

11. データ・ウィザードで「次へ」をクリックします。

12.「グループ」ページで、PRODUCT_IDをクリックし、次に右矢印ボタンをクリックしま
す。

13.「完了」をクリックします。

次のように、作成した 2つの問合せがデータ・モデル・ビューに表示されます。
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図図図図 4-2 XML問合せと問合せと問合せと問合せと SQL問合せを含む問合せを含む問合せを含む問合せを含む XML PDSの例のデータ・モデルの例のデータ・モデルの例のデータ・モデルの例のデータ・モデル

14. レポートを inventoryreport_xml_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存し
ます。

これで、提供されている XMLデータ・ソースにアクセスするための XML問合せが作成さ
れました。

4.2.3 2つの問合せ間のデータ・リンクの作成つの問合せ間のデータ・リンクの作成つの問合せ間のデータ・リンクの作成つの問合せ間のデータ・リンクの作成
次に、SQL問合せと XML問合せをリンクして、企業データと各ローカル倉庫のデータにア
クセスできるようにする必要があります。

データ・リンクを作成するにはデータ・リンクを作成するにはデータ・リンクを作成するにはデータ・リンクを作成するには : 
1. レポートのデータ・モデル・ビュー内で、ツール・パレットの「データ・リンク」アイ
コンをクリックします。
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2. 最初の問合せ（Q_1）で、「WAREHOUSE_ID」列をクリックします。

3. カーソルをそのまま 2番目の問合せ（Q_2）の「WAREHOUSE_ID1」列までドラッグ
します。

その結果、データ・モデルは次のようになります。

図図図図 4-3 SQL 問合せと問合せと問合せと問合せと XML問合せ間にデータ・リンクが作成されたデータ・モデル問合せ間にデータ・リンクが作成されたデータ・モデル問合せ間にデータ・リンクが作成されたデータ・モデル問合せ間にデータ・リンクが作成されたデータ・モデル

WAREHOUSE_ID列が Q_1の下部でハイライト表示され、そこから伸びた線が
WAREHOUSE_ID1列を指しているのがわかります。リンクのプロパティ・インスペク
タを閉じます。

4. レポートを inventoryreport_xml_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存し
ます。

これで、2つの問合せのWAREHOUSE_ID列間にデータ・リンクが作成されました。
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4.2.4 レポート・ウィザードを使用したレポートのレイアウトの作成レポート・ウィザードを使用したレポートのレイアウトの作成レポート・ウィザードを使用したレポートのレイアウトの作成レポート・ウィザードを使用したレポートのレイアウトの作成
レポートを実行するには、事前にレイアウトを定義する必要があります。それには、レポー
ト・ウィザードを使用する方法が最も簡単です。

ペーパー・レイアウトを作成するにはペーパー・レイアウトを作成するにはペーパー・レイアウトを作成するにはペーパー・レイアウトを作成するには : 
1. レポートのデータ・モデル・ビュー内でキャンバスを右クリックし、メニューから「レ
ポート・ウィザード」を選択します。

2. 「レポート・タイプ」ページで、「ペーパー・レイアウトのみ作成」ラジオ・ボタンを選
択し、「次へ」をクリックします。

3. 「スタイル」ページで、「グループ上」ラジオ・ボタンを選択します。

4. 「グループ」ページで、「G_WAREHOUSE_ID」グループと「G_WAREHOUSE_ID1」
グループが、「表示グループ」リスト内で下向きとしてリストされていることを確認し
ます。

5. 「フィールド」ページで、「>>」ボタンをクリックして、すべてのフィールドを表示しま
す。

6. 「テンプレート」ページで、「Blue」を選択した後に「完了」をクリックします。

次のようなレポートがペーパー・デザイン・ビューに表示されます。
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図図図図 4-4 XML PDSのサンプル・レポートのペーパー・デザイン・ビューのサンプル・レポートのペーパー・デザイン・ビューのサンプル・レポートのペーパー・デザイン・ビューのサンプル・レポートのペーパー・デザイン・ビュー

7. レポートを inventoryreport_xml_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存し
ます。

これでペーパー・レポートのレイアウトが完成しました。

4.2.5 レポートの行カラーの交互適用レポートの行カラーの交互適用レポートの行カラーの交互適用レポートの行カラーの交互適用
レポートの作成が完了したので、次にサマリー列を使用して行に異なるカラーを交互に適用
することで、ユーザーが見やすいレポートにします。

4.2.5.1 行を数えるためのサマリー列の作成行を数えるためのサマリー列の作成行を数えるためのサマリー列の作成行を数えるためのサマリー列の作成

サマリー列を作成するにはサマリー列を作成するにはサマリー列を作成するにはサマリー列を作成するには : 
1. レポートのデータ・モデル・ビュー内で、ツール・パレットの「サマリー列」アイコン
をクリックします。
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ペーパー・デザイン・ビューがまだ表示されている場合は、ツール・パレットの「デー
タ・モデル」アイコンをクリックしてデータ・モデル・ビューを表示します。

2. XML問合せグループ（G_WAREHOUSE_ID1）内をクリックして、サマリー列を作成
します。

3. プロパティ・インスペクタで、新規のサマリー列に LineNoという名前を付けます。

4. 「列タイプ」プロパティが「サマリー」に設定されていることを確認します。

5. 「データ型」プロパティのドロップダウン・ボックスで、「Number」を選択します。

6. 「サマリー」の下で、「ファンクション」ドロップダウン・ボックスから「カウント」を
選択します。

7. 「ソース」プロパティのドロップダウン・ボックスから、「PRODUCT_NAME」を選択
します。

8. 新規サマリー列のプロパティ・インスペクタを閉じます。

4.2.5.2 行カラーを変更するプロシージャの作成行カラーを変更するプロシージャの作成行カラーを変更するプロシージャの作成行カラーを変更するプロシージャの作成

プロシージャを作成するにはプロシージャを作成するにはプロシージャを作成するにはプロシージャを作成するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータで、作成したレポート名の「プログラム・ユニット」ノード
をクリックし、「作成」アイコンをクリックします。

2. 「名前」フィールドに「linecolors」と入力します。

3. 「Types」の下で「Procedure」ラジオ・ボタンが選択されていることを確認し、「OK」
をクリックします。

4. エディタで次のコードを入力します（既存のテキストは太字で表記されています）。

PROCEDURE LineColors IS
BEGIN
if (:LineNo mod 2 = 0)
then
   srw.set_text_color('TextColor');
else srw.set_text_color('black');
end if;
END;

注意注意注意注意 : xmlpds_sql.txtファイルに含まれているプロシージャから、この
コードをコピーして貼り付けることもできます。その場合は、Line Colors 
Procedure以下のテキストをコピーしてください。
XMLトランスポータブル・データ・ソースを使用したレポートの作成 4-11



SQL問合せと XML問合せを使用したレポートの手動作成
5. 「Compile」をクリックしてプロシージャをコンパイルします。

エラーが表示された場合は、コードが正しいこと、および 4.2.5.1項「行を数えるための
サマリー列の作成」でサマリー列を作成済みであることを確認します。

6. 「閉じる」をクリックします。

4.2.5.3 プロシージャを呼び出す各フィールドに対するフォーマット・プロシージャを呼び出す各フィールドに対するフォーマット・プロシージャを呼び出す各フィールドに対するフォーマット・プロシージャを呼び出す各フィールドに対するフォーマット・
トリガーの作成トリガーの作成トリガーの作成トリガーの作成

フォーマット・トリガーを作成するにはフォーマット・トリガーを作成するにはフォーマット・トリガーを作成するにはフォーマット・トリガーを作成するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータで、レポート名の下の「ペーパー・レイアウト」ノードを開
き、「メイン・セクション /ボディ /M_G_WAREHOUSE_ID_GRPFR/R_G_
WAREHOUSE_ID/M_G_WAREHOUSE_ID1_GRPFR/R_G_WAREHOUSEID1」までナ
ビゲートします。

2. 最初のフィールド「F_PRODUCT_ID」を選択し、プロパティ・インスペクタを開きま
す。

3. 「拡張レイアウト」の下で、「フォーマット・トリガー」プロパティの横のフィールドを
クリックします。

4. 表示されたコード・エディタで次のコードを入力します（既存のテキストは太字で表記
されています）。

function F_PRODUCT_IDformatTrigger return Boolean is
begin

LineColors;
return (TRUE);
end;

5. 残っている次の 3つのフィールドに対してステップ 3～ 5を実行します。

� F_PRODUCT_NAME

� F_QUANTITY_ON_HAND

� F_WAREHOUSE_ID1

6. レポートを保存します。

注意注意注意注意 : 特定のフィールドが見つからない場合は、オブジェクト・ナビ
ゲータの上部にある「検索」フィールドを使用してください。
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7. ツールバーの「ペーパー・レイアウトを実行」アイコンをクリックして、ペーパーを対
象としたレポートを実行します。

これで、レポートに対する行カラーの交互適用が完了しました。

4.2.6 グループを使用したグループを使用したグループを使用したグループを使用した XMLデータのフィルタリングデータのフィルタリングデータのフィルタリングデータのフィルタリング
XMLファイルに大量のデータが含まれている場合は、データのソートやフィルタリングが
必要になることがあります。グループ・フィルタと階層を作成することで、ソートとフィル
タリングが可能となります。

4.2.6.1 繰返し枠でのグループ・フィルタの作成繰返し枠でのグループ・フィルタの作成繰返し枠でのグループ・フィルタの作成繰返し枠でのグループ・フィルタの作成

グループ・フィルタを作成するにはグループ・フィルタを作成するにはグループ・フィルタを作成するにはグループ・フィルタを作成するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータで、「ペーパー・レイアウト」ノードをダブルクリックしま

す。

2. 「ペーパー・レイアウト」ノードの下で、「メイン・セクション」ノードをダブルクリッ
クします。

3. 「メイン・セクション」ノードの下で、「ボディ」ノードをダブルクリックします。

4. 「R_G_WAREHOUSE_ID」グループを右クリックし、ポップアップ・メニューから「プ
ロパティ・インスペクタ」を選択します。

5. プロパティ・インスペクタの「グループ」の下で、「フィルタ・タイプ」プロパティの
ドロップダウン・リストから「PL/SQL」を選択します。

「PL/SQLフィルタ」プロパティが表示されます。

6. 「PL/SQLフィルタ」プロパティの横にあるフィールドをクリックしてコード・エディ
タを表示します。

7. 表示されたエディタで次のコードを入力します（既存のテキストは太字で表記されてい
ます）。

function G_WAREHOUSE_IDGroupFilter return boolean is
begin

if (:LineNo mod 2 = 0)
  then
    srw.set_background_fill_color('TableCell');
  end if;

注意注意注意注意 : 繰返し枠が見つからない場合は、オブジェクト・ナビゲータの上
部にある「検索」フィールドを使用してください。
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  if (:LineNo mod 2 = 1)
  then     srw.set_background_fill_color('Totals');
  end if;

return (TRUE);
end;

8. 「Compile」ボタンをクリックしてコードをコンパイルします。

9. エラーが表示された場合は、テキストが正確にコピーされているか確認してください。

10. コードがコンパイルされた後、「閉じる」をクリックします。

11. レポートを保存します。

4.2.6.2 XML問合せに対する階層の作成問合せに対する階層の作成問合せに対する階層の作成問合せに対する階層の作成

階層を作成するには階層を作成するには階層を作成するには階層を作成するには : 
1. レポートのデータ・モデル・ビューで、XML問合せを検索します。

2. XML問合せ内で、「PRODUCT_ID」列をクリックし、そのまま問合せ名とグループの
間にドラッグします。

作成したデータ・モデルは次のようになります。

注意注意注意注意 : PL/SQLのコンパイル方法がわからない場合は、PL/SQLのリ
ファレンス・マニュアルを参照してください。
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図図図図 4-5 階層を持つデータ・モデル階層を持つデータ・モデル階層を持つデータ・モデル階層を持つデータ・モデル

3. ペーパーを対象としてレポートを実行します。

提供されている RDF（Examples¥XML_PDS¥source¥inventoryreport.rdf）を実行し、そ
の結果を Reports Builderで参照することもできます。

4. レポートを inventoryreport_xml_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存し
ます。

これで、XMLデータをソートするグループ・フィルタが完成しました。

注意注意注意注意 : PRODUCT_ID列を問合せの他の部分より上にドラッグすること
で、XML問合せの階層が作成されています。
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4.3 ペーパーを対象としたレポートの実行ペーパーを対象としたレポートの実行ペーパーを対象としたレポートの実行ペーパーを対象としたレポートの実行

ペーパー・レポートを実行するにはペーパー・レポートを実行するにはペーパー・レポートを実行するにはペーパー・レポートを実行するには : 
1. オブジェクト・ナビゲータで、作成したレポート（inventoryreport_xml_<自分の

イニシャル >.rdf）が選択されていることを確認します。

2. 「ペーパー・レイアウトを実行」アイコンをクリックして、ペーパーを対象としてレ
ポートを実行します。

3. 次のようなレポートがペーパー・デザイン・ビューに表示されます。

図図図図 4-6 XML PDSのサンプル・レポートの最終的なペーパー・デザイン・ビューのサンプル・レポートの最終的なペーパー・デザイン・ビューのサンプル・レポートの最終的なペーパー・デザイン・ビューのサンプル・レポートの最終的なペーパー・デザイン・ビュー
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4.4 まとめまとめまとめまとめ
以上ですべての作業が完了しました。ペーパー・レポートに XMLデータ・ソースを使用で
きました。この章で学習した内容は次のとおりです。

� SQL問合せの新規作成

� データ・ウィザードを使用した XML問合せの作成

� SQL問合せと XML問合せ間のデータ・リンクの作成

� レポート・ウィザードを使用したレポートのレイアウトの作成

� フォーマット・トリガーとプロシージャによる、レポートへの行カラーの交互適用

� グループ・フィルタと階層を使用した XMLデータのフィルタリング

XMLをデータ・ソースとして使用する方法の詳細は、『Oracle9i Reports Developerスター
ト・ガイド』または Reports Builderオンライン・ヘルプを参照してください。
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テキスト・トランスポータブル・データ・ソースを使用するレポートの
5

テキスト・トランスポータブル・データ・ソーステキスト・トランスポータブル・データ・ソーステキスト・トランスポータブル・データ・ソーステキスト・トランスポータブル・データ・ソース

を使用するを使用するを使用するを使用するレポートの作成レポートの作成レポートの作成レポートの作成

Reports Builderでは、任意のデータ・ソースを使用できます。この章では、文字区切りテキ
ストをデータ・ソースとして使用する方法を説明します。

トランスポータブル・データ・ソースについてトランスポータブル・データ・ソースについてトランスポータブル・データ・ソースについてトランスポータブル・データ・ソースについて
企業の様々なデータ・ソースから、公開の必要な情報を得ることがよくあります。これらの
データ・ソースは、SQLベース（リレーショナル・データベース）のこともあれば、XML
や OLAPなどの非 SQLベースのこともあります。意味のある情報を公開するために、1つ
以上のデータ・ソースからのデータを結合する必要がある場合が少なくありません。たとえ
ば、傾向とパフォーマンスを比較するために、リレーショナル・データベースのデータをマ
ルチディメンション・データベースのデータと結合する場合などです。

Oracle9i Reportsでは、あらゆるデータ・ソースのデータに対して、集計、要約、形式設定、
スケジューリングなどの機能を利用できます。PDS（トランスポータブル・データ・ソー
ス）アーキテクチャを利用すれば、ユーザー固有のデータ・ソースにも、Oracle9i Reports
で利用可能なデータ・ソース（XML、JDBC、テキストおよび Express）にも接続できます。

トランスポータブル・データ・ソースの詳細は、Reports Builderオンライン・ヘルプおよび
PDS APIの Javadocに関するマニュアルを参照してください。

使用例使用例使用例使用例
米国国勢調査局のデータを CSV（カンマ区切り値）形式でダウンロードし、レポートを生成
するとします。この例では、このデータを問い合せるペーパー・レポートを作成します。
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この例の前提条件
5.1 この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件
このマニュアルの例を作成するには、サンプル・ファイルが必要です。サンプル・ファイル
が手元にない場合は、この例を完了するために必要なファイルを『Oracle9i Reports 
Developerスタート・ガイド』から入手し、使用するマシンにインストールできます。

サンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするには : 
1. 『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』を起動します。

2. 「インデックス」をクリックし、"Building a Report Using a Text Pluggable Data Source"
という例を検索します。

3. ファイル textpds.zipを、使用するマシンの一時ディレクトリにダウンロードします
（"d:¥temp"など）。

4. このファイルを、ディレクトリ構造を維持したまま、使用するマシンのサンプル・ファ
イル用のディレクトリに展開します（d:¥orawin90¥examplesなど）。

この zipファイルには、次のファイルが含まれています。

5.2 textpds.confファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定
テキスト・ファイルをトランスポータブル・データ・ソースとして使用するには、事前にそ
のテキスト・ファイル内の値の定義でテキスト PDS構成ファイル（textpds.conf）を設定す

表表表表 5-1 このテキストこのテキストこのテキストこのテキスト PDSの例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能

機能機能機能機能 項項項項

テキスト・ファイルをトランスポータブル・
データ・ソースとして認識するように
Reports Builderを構成する。

5.2項「textpds.confファイルの設定」

レポート・ウィザードを使用してテキスト・
データ・ソースに基づくペーパー・レポート
を作成する。

5.3項「レポート・ウィザードを使用
したレポートの作成」

表表表表 5-2 このテキストこのテキストこのテキストこのテキスト PDSの例を作成するために必要なファイルの例を作成するために必要なファイルの例を作成するために必要なファイルの例を作成するために必要なファイル

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

Examples¥TextPDS¥result¥censusreport.rdf レポート用に完成した RDF。

Examples¥TextPDS¥result¥censusreport.pdf 完成したレポートの PDFバージョン。

Examples¥TextPDS¥scripts¥census_csv.txt 米国国勢調査局のWebサイトから入手した
文字区切りデータ。

Examples¥TextPDS¥scripts¥config.txt TextPDS.confファイルのコード。
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る必要があります。構成ファイルにこの書式情報を追加すると、Reports Builderはエントリ
を有効な書式として認識できるようになります。

textpds.confファイルを設定するにはファイルを設定するにはファイルを設定するにはファイルを設定するには : 
1. UltraEditなどのテキスト・エディタで、textpds.confファイルを開きます。この
ファイルは、Reports_Home/reports/confディレクトリにあります。

2. 別のテキスト・エディタ・ウィンドウで、提供されている config.txtファイルを開
きます。このファイルは、Examples/TextPDS/Scriptsディレクトリにあります。

3. config.txt内のテキストを切り取り、textpds.confの </textPDS>エントリの前
に貼り付けます。これによって、textpds.confファイルに次のようなエントリが追
加されます。

図図図図 5-1 textpds.confエントリのスナップショットエントリのスナップショットエントリのスナップショットエントリのスナップショット

注意注意注意注意 : 変更を有効にするには、構成ファイルを編集した後で Reports 
Builderを起動する必要があります。

注意注意注意注意 : Reports_Homeは、使用しているコンピュータで Reports Builderが
インストールされている場所です。
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レポート・ウィザードを使用したレポートの作成
4. textpds.confファイルを保存します。

これで、文字区切りテキスト・データ・ソースの textpds.confファイルが設定されました。

5.3 レポート・ウィザードを使用したレポートの作成レポート・ウィザードを使用したレポートの作成レポート・ウィザードを使用したレポートの作成レポート・ウィザードを使用したレポートの作成
レポートは、レポート・ウィザードを使用して作成するか、または独自に作成できます。こ
の例の単純なレポートを作成する場合は、レポート・ウィザードを使用できます。

テキスト・トランスポータブル・データ・ソースを使用する前に、テキスト・ファイルの内
容を調べる必要がある場合があります。UltraEditやメモ帳などのテキスト・エディタで
census_csv.confファイルを開き、この例で使用するデータを確認できます。

簡単なレポートを作成するには簡単なレポートを作成するには簡単なレポートを作成するには簡単なレポートを作成するには : 
1. textpds.confファイルは更新済みなので、Reports Builderを起動します。

2. 「新規レポート」ダイアログ・ボックスで、「レポート・ウィザードを使う」ラジオ・ボ
タンを選択して「OK」をクリックします。

3. 「ようこそ」ページが表示されたら、「次へ」をクリックします。

4. 「レポート・タイプ」ページで、「ペーパー・レイアウトのみ作成」ラジオ・ボタンを選
択し、「次へ」をクリックします。

5. 「タイトル」ページで、レポートのタイトルを入力し、「グループ上」ラジオ・ボタンを
選択します。

6. 「次へ」をクリックします。

7. 「データ・ソース」ページで、「Text Query」をクリックし、「次へ」をクリックします。

8. 「データ・ソース定義」ページで、「問合せ定義」をクリックします。

「問合せ定義」ダイアログ・ボックスが表示されずにエラー・メッセージが表示される
場合は、構成ファイル（textpds.conf）に追加したコードに間違いがないか確認します。

9. 「Data Definition」で、ドロップダウン・リストから「CensusCSV」書式を選択します。

注意注意注意注意 : このエントリによって、Reports Builderはテキスト・ファイルを
PDSとして認識できるようになります。使用する PDSをレポート・ウィ
ザードで選択する際に、テキスト・ファイルが選択肢の 1つとして表示さ
れます。ここでは、このファイルの各列のプロパティも定義します。

ヒントヒントヒントヒント : textpds.confファイルを変更するときに Reports Builderが開い
ていた場合は、Reports Builderを一度シャットダウンして再起動してくだ
さい。
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レポート・ウィザードを使用したレポートの作成
10.「Data Source」で、「Browse」をクリックして Examples/TextPDS/Scriptsディレクトリ
にある census_csv.txtファイルを検索します。

ディレクトリにこのファイルがない場合は、ドロップダウン・リストで「TXT」を選択
したか確認します。

11. このファイルを選択し、「開く」をクリックします。

12.「Location」フィールドに census_csv.txtファイルが表示されたら、「OK」をクリッ
クします。

データ・ソース定義がテキスト・ボックスに表示されます。

13.「次へ」をクリックします。

14.「グループ」ページで、左側のリストで「CATEGORY」をクリックし、次に右矢印をク
リックして、このグループを「グループ・フィールド」リストに移動します。

15.「次へ」をクリックします。

16.「フィールド」ページで、「>>」ボタンをクリックして、すべての使用可能フィールドを
表示します。

17. レポート・ウィザードで「テンプレート」ページが表示されるまで「次へ」をクリック
します。

18.「テンプレート」ページで、「Beige」を選択し、「完了」をクリックします。

次のようなレポートがペーパー・デザイン・ビューに表示されます。

注意注意注意注意 : CensusCSV書式がこのリストに表示されるのは、この書式を
textpds.confファイルに追加したためです。
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まとめ
図図図図 5-2 最終的なテキスト最終的なテキスト最終的なテキスト最終的なテキスト PDSサンプル・レポートのペーパー・デザイン・ビューサンプル・レポートのペーパー・デザイン・ビューサンプル・レポートのペーパー・デザイン・ビューサンプル・レポートのペーパー・デザイン・ビュー

19. レポートを censusreport_<自分のイニシャル >.rdfという名前で保存します。

5.4 まとめまとめまとめまとめ
以上ですべての作業が完了しました。ペーパー・レポートにテキスト・トランスポータブ
ル・データ・ソースを使用することができました。この章で学習した内容は次のとおりで
す。
5-6 Oracle9i Reports レポート作成ガイド



まとめ
� textpds.confファイルの設定

� レポート・ウィザードを使用してテキスト・データ・ソースに基づくペーパー・レポー
トを作成

テキストをデータ・ソースとして使用する方法の詳細は、『Oracle9i Reports Developerス
タート・ガイド』、または Reports Builderオンライン・ヘルプを参照してください。このオ
ンライン・ヘルプにアクセスするには、Reports Builderで「ヘルプ」⇒「ヘルプの目次」を
選択します。
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Expressデータを使用したレポート
6

Expressデータを使用したレポート作成データを使用したレポート作成データを使用したレポート作成データを使用したレポート作成

この章で説明するレポートは、Expressデータの Report Builder機能を学習する目的で設計
されています。ここでは、ある製品区分について地域および販売経路別の年間売上予測と実
績をまとめた Expressレポートを作成します。

このレポートを作成するため、まずレポート・ウィザードを使用して初期データ・モデルと
レポート・レイアウトを作成します。次に、データ・モデルと Expressクエリーを修正しま
す。最後に、ペーパー・レイアウト・ビューとペーパー・デザイン・ビューでレポートの外
観を拡張します。

Expressについてについてについてについて
Expressでは、多次元データ・モデルを使用したオンライン分析処理（OLAP）を実現でき
ます。このモデルは、企業データ（売上、マーケティング、財務変数など）を交差させて、
その傾向やパターンを分析できるように最適化されています。

使用例使用例使用例使用例
この例では、売上レポートを作成します。キューブにはデータが入っていて、この中から抽
出するデータを決定します。キューブの各面は、カテゴリ（製品など）に含まれる可変デー
タのリストを表します。このカテゴリとその値リストをあわせてディメンションと呼びま
す。各ディメンションの部分を選択して、選択部分と他のディメンションとの相互作用を分
析します。このような分析をメジャーと言います。

売上を分析するメジャーの例では、時間、製品、地域区分、経路の各ディメンションから
データを選択します。Expressでは、問合せを作成するときに、表示する情報の範囲を広げ
ること（たとえば全域で販売された製品の年間直接売上および間接売上）も、狭めること
（たとえばカリフォルニア州で販売されたテレビの月次直接売上）もできます。

このレポートの作成ステップを示します。
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この例の前提条件
Expressデータの操作に関するヒントデータの操作に関するヒントデータの操作に関するヒントデータの操作に関するヒント レポートの作成を開始する前に、Expressデータの
操作に関するヒントを確認してください。

6.1 この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件この例の前提条件
このマニュアルの例を作成するには、サンプル・ファイルが必要です。また、Oracle 
Expressデータ・ソースへのアクセス権も必要です。

6.1.1 サンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイル
サンプル・ファイルが手元にない場合は、この例を完了するために必要なファイルを
『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』から入手し、使用するマシンにインストー
ルできます。

サンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするにはサンプル・ファイルを入手してインストールするには :
1. 『Oracle9i Reports Developerスタート・ガイド』を起動します。

2. 「インデックス」をクリックし、"Building a Report using an Express Data Source"とい
う例を検索します。

3. ファイル Express.zipを、使用するマシンの一時ディレクトリにダウンロードします
（"d:¥temp"など）。

4. このファイルを、ディレクトリ構造を維持したまま、使用するマシンのサンプル・ファ
イル用のディレクトリに展開します（d:¥orawin90¥examplesなど）。

表表表表 6-1 このこのこのこの Expressの例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能の例で説明する機能

機能機能機能機能 項項項項

レポート・ウィザードを使用して Expressクエ
リーを定義し、レポートの最初のドラフトを作成
する。

6.2項「レポート・ウィザードによる
Expressレポートの作成」

ディメンション値を指定して Expressクエリーの
効率を高める。

6.3項「Expressクエリーの修正」

データ・モデル・ビューを使用して、サマリーお
よび計算合計値を追加する。

6.4項「データ・モデルへのサマリー列
およびカスタム・メジャーの追加」

サマリーおよび計算合計値をレポートのレイアウ
トに追加する。レポートの外観を拡張する。

6.5項「レポート・レイアウトの拡張」

注意注意注意注意 : Expressデータに関するヒントの詳細は、Reports Builderオンラ
イン・ヘルプの「Express PDS」を参照してください。
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レポート・ウィザードによる Expressレポートの作成
この zipファイルには、次のファイルが含まれています。

6.1.2 OLAP Serverへのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
この Expressレポートを作成する前に、OLAP Serverと連携するように Report Builderを設
定してください。

6.2 レポート・ウィザードによるレポート・ウィザードによるレポート・ウィザードによるレポート・ウィザードによる Expressレポートの作成レポートの作成レポートの作成レポートの作成
レポート・ウィザードはレポート作成を開始するうえで有効な手段です。レポート・ウィ
ザードを使用するだけでも、ユーザーの要件を満たす Expressレポートを作成できます。レ
ポート・ウィザードで作成したレポートが不十分な場合は、データ・モデル・ビュー、ペー
パー・デザイン・ビューおよびペーパー・レイアウト・ビューを使用して、レポートを調整
できます。このレポートでは、最初にレポート・ウィザードを使用します。この項に示すス
テップに従って、初期レポートを作成します。

この例では、各製品区分に関する地域、経路別の月次売上予測および実績を提示するレポー
トを作成します。Expressへのクエリーでは 2つのメジャーを使用します。それぞれのメ
ジャーは製品、時間、地域および経路のディメンションで構成されます。

1. レポート・ウィザードの「ようこそ」ページが表示されたら、「レポート・ウィザード
を使用する」を選択し、「OK」をクリックします。

2. 「レイアウト」ページで、「ペーパー・レイアウトのみ作成」を選択し、「次へ」をク
リックします。

3. 「スタイル」ページで、タイトルに「Sales Report」と入力し、レポート・スタイルと
して「グループ別マトリックス」を選択します。

4. 「次へ」をクリックします。

表表表表 6-2 Expressサンプル・レポートの作成に必要なファイルサンプル・レポートの作成に必要なファイルサンプル・レポートの作成に必要なファイルサンプル・レポートの作成に必要なファイル

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

Examples¥Express¥result¥xprs.rdf この章を終えた時点で作成されている
最終的なレポート。

注意注意注意注意 : Expressデータの設定の詳細は、Reports Builderオンライン・ヘ
ルプの「Expressデータ・ソースの構成について」を参照してください。

注意注意注意注意 : 詳細は、Reports Builderオンライン・ヘルプの「標準的なレポー
トの作成」を参照してください。
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レポート・ウィザードによる Expressレポートの作成
5. 「データ・ソース・タイプ」ページで「Express Server Query」を選択し、「次へ」をク
リックします。

6. 「データ」ページで「問合せ定義」をクリックします。

7. このセッション中にアタッチするデータベースのパスと名前を選択するため、「Express 
Query」ダイアログ・ボックスで「Attach Database」を選択します。

8. 「Attach Database」ダイアログ・ボックスで、「/oec632/」というラベルの付いたディ
レクトリを選択します。次に「xademo.db」を選択します。これは、Oracle OLAP 
Server付属のサンプル・データベースです。

9. 「Open」をクリックすると、現在のセッションにデータベースが接続されます。

10.「Express Query」ダイアログ・ボックスで [Ctrl]キーを押しながらマウスをクリックし
て、「Available Measures」リストから「Sales」と「Projected Sales」を選択します。

11. 右矢印をクリックすると、「Sales」と「Projected Sales」が「Selected Measures」リス
ト・ボックスに移動します。「Express Query」ダイアログ・ボックスの外観は、次の図
のようになります。

注意注意注意注意 : まだ Oracle OLAP Serverに接続していない場合は、「接続」ダイ
アログ・ボックスが現れます。アクセスする Oracle OLAP Serverインス
タンスを選択して、「OK」をクリックします。
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レポート・ウィザードによる Expressレポートの作成
12. Express Queryの選択内容を受け入れるには、「OK」をクリックします。この後のス
テップで、「Sales」および「Projected Sales」のメジャーに関連するディメンション値を
修正するときにこのダイアログ・ボックスに戻ります。

13.「データ」ページで「次へ」をクリックします。

14.「グループ」ページで、「使用可能フィールド」リスト・ボックスの「PRODUCT」を選
択し、さらに右矢印をクリックしてこのフィールドを「マトリックス・グループ・
フィールド」リスト・ボックスに移動します。

15.「Level1」を選択した後に「TIME」を選択し、さらに右矢印をクリックして「マトリッ
クス・グループ・フィールド」ボックスに次のように表示されるようにします。
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レポート・ウィザードによる Expressレポートの作成
16.「次へ」をクリックします。

17.「行」ページで「GEOG_AREA」をクリックします。

18. 右矢印をクリックします。

19.「次へ」をクリックします。

20.「列」ページで、「使用可能フィールド」リスト・ボックス内の「CHANNEL」をクリッ
クします。

21. 右矢印をクリックします。

22.「次へ」をクリックします。

23.「セル」ページで、「使用可能フィールド」リスト・ボックスから「PROJECTED 
SALES」を選択し、「Add One」ボタンをクリックしてこのフィールドを「マトリック
ス・セル・フィールド」リスト・ボックスに移動します。

24.「SALES」も同じように移動させます。

25.「次へ」をクリックします。

26.「合計」ページで「次へ」ボタンをクリックします。

サマリー合計の追加は、この後のステップで行います。

27.「ラベル」ページで、ラベルと幅を次のように変更します。

この後のステップで新しいレイアウト列を追加するので、ラベルの幅はここで変更して
ください。現行のデフォルト幅では、列が次のページに渡ってしまいます。

28.「次へ」をクリックします。

フィールドフィールドフィールドフィールド ラベルラベルラベルラベル 幅幅幅幅

SALES Actual Sales 7

PROJECTED_SALES Projected Sales 7

GEOG_AREA Region 10

PRODUCT Product: 10

TIME Time: 10

CHANNEL Channel 7
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Expressクエリーの修正
29.「テンプレート」ページで、「事前定義テンプレート」が選択されていない場合はクリッ
クし、リスト・ボックスで「Gray」を選択します。

30.「完了」をクリックします。次の図のように、レポート出力が自動的にペーパー・デザ
イン・ビューに表示されます。

31.「ファイル」⇒「別名保存」を選択します。レポートを任意のディレクトリに保存し、
レポート名を xprs_910.rdfとします。

6.3 Expressクエリーの修正クエリーの修正クエリーの修正クエリーの修正
この項に示すステップに従って、Expressクエリーを修正します。ここまでの作業で、ある
製品カテゴリに関する地域、経路別の月次売上予測および実績を示すレポートを開発しまし
た。しかし実際は、ある製品区分について経路、地域別の年間売上予測および実績が知りた
いとします。これを実現するには、表示するディメンションの値を制限します。

注意注意注意注意 : レポートの設計段階では、レポートを異なるファイル名で頻繁に
保存することをお薦めします。そうすれば、エラーが生じたり、変更した
内容に問題がある場合でも、前に保存したファイルに簡単に戻ることがで
きるので、その時点からの修正を加えるだけで済みます。

注意注意注意注意 : 詳細は、Reports Builderオンライン・ヘルプの「データの選択」
を参照してください。
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Expressクエリーの修正
この例では、「Expressクエリー」ダイアログ・ボックスで次のディメンション値を指定しま
す。

� 1997年の売上予測および実績

� 地域（アジア、アメリカ大陸など）

� 製品区分（アクセサリ、オーディオ区分など）

1. ペーパー・デザイン・ビューで、「ツール」⇒「レポート・ウィザード」を選択します。

2. 「データ」ページで、「問合せ定義」を選択します。

3. 「Edit Query」ダイアログ・ボックスで、「Selector」を選択します。

4. 「Selector」ダイアログ・ボックスで、ディメンション・オプションの「Time Period」
をクリックします。

5. ツールバーから、リスト・ツールを選択するために「List」ボタンをクリックします。

6. 「List」ダイアログ・ボックスで、「Available Time Period」リスト・ボックスから
「1997」を選択します。

7. 「Select」をクリックします。それまでの選択内容に代わって「1997」が表示されます。

8. 「OK」をクリックします。

9. 「Selector」ダイアログ・ボックスで、ディメンション・オプションの「Geographical 
Area」をクリックします。

10. ツールバーから、レベル・ツールを選択するために「Level」ボタンをクリックします。

11.「Select by Level」ダイアログ・ボックスで、「level」リスト・ボックスの
「Continents/Regions」を選択します。

12.「OK」をクリックします。

13.「Selector」ダイアログ・ボックスで、ディメンション・オプションの「Product」をク
リックします。

14.「Level」ボタンをクリックします。

15.「Select by Level」ダイアログ・ボックスで、「level」リスト・ボックスの「Divisions」
を選択します。

16.「OK」をクリックします。

17.「Selector」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

18.「Express Query」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

19.「グループ」ページで、「マトリックス・グループ・フィールド」リスト・ボックスの
「TIME」を選択します。この Expressクエリーでは 1997年度の集約データのみを取り
出すので、「TIME」をブレーク・グループとして使用する必要はなくなりました。
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データ・モデルへのサマリー列およびカスタム・メジャーの追加
20.「<」ボタンをクリックします。「マトリックス・グループ・フィールド」リスト・ボッ
クスに表示されるディメンションは「PRODUCT」のみになります。

21.「スタイル」ページで、タイトルを「1997 Sales Report」に変更します。

22.「完了」を選択します。このレポートは、次の図のようになります。

23. レポートを xprs_920.rdfという名前で保存します。

24. 必要に応じて、このレポートを、前に xprs_910.rdfという名前で保存したレポート
と比較できます。

その際、売上予測と実績に注目します。新しいレポートの各セルには、ある製品区分に
関する地域と経路の 1997年度年間売上が示されています。一方、前のレポートでは、
ある製品区分に関する地域と経路の月次売上データが表示されます。

6.4 データ・モデルへのサマリー列およびカスタム・メジャーデータ・モデルへのサマリー列およびカスタム・メジャーデータ・モデルへのサマリー列およびカスタム・メジャーデータ・モデルへのサマリー列およびカスタム・メジャー
の追加の追加の追加の追加

この項に示すステップに従って、ある製品区分に関する経路別サマリー合計が含まれるよう
にデータ・モデルを調整します。さらに、売上実績に対して売上予測がどのくらい正確だっ
たかを知りたいとします。そのために、売上が売上予測を上回ったパーセントを計算するカ
スタム・メジャーを作成します。

まず、データ・モデル・ビューでサマリー・ツールを使用してサマリー列を作成します。

次に、「Expressクエリー」ダイアログ・ボックスでカスタム・メジャー・ツールを使用して
カスタム・メジャーを作成します。

作業を始める前に、データ・モデルについて概説します。
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データ・モデルへのサマリー列およびカスタム・メジャーの追加
データ・モデル・ビューを見ると、S_GEOG_AREAや S_CHANNELなどの列が追加されて
いることがわかります。これらはディメンション・ソート列です。ディメンション・ソート
列はデータ・モデルにのみ表示され、ディメンションをアルファベット順ではなく論理順序
でソートするときに使用する索引です。列を新規グループに移動するときは、関連するソー
ト列もそのグループに移動させる必要があります。

この後のステップでは、「Expressクエリー」ダイアログ・ボックスでソート・ツールを使用
してディメンション値をソートします。

6.4.1 データ・オブジェクト名の変更データ・オブジェクト名の変更データ・オブジェクト名の変更データ・オブジェクト名の変更
1. データ・モデル・ビューが表示されていない場合は、オブジェクト・ナビゲータで対象
レポートのノードの下にある「データ・モデル」ボタンをダブルクリックします。

2. QP_1を選択します。

3. 「ツール」⇒「プロパティ・インスペクタ」を選択します。
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データ・モデルへのサマリー列およびカスタム・メジャーの追加
Expressクエリーを変更する場合は、「問合せ」ノードの下の「Expressクエリー」プロ
パティを選択します。

4. 「一般情報」ノードで、「名前」プロパティを「QP_SALES」に変更します。

5. [Enter]キーを押すかプロパティの外側をクリックすると、値が受け入れられます。プロ
パティ・インスペクタを閉じます。

6. ステップ 2～ 5を繰り返し、G_PROJECTED SALESグループの「名前」プロパティを
G_SALES_DATAに変更します。

7. レポートを xprs_931.rdfという名前で保存します。

6.4.2 サマリー列の作成サマリー列の作成サマリー列の作成サマリー列の作成
この例では、G_Crossグループにサマリー列を 2つ追加します。各サマリー列では、ある製
品区分に関する経路ごと（すべての経路、直接、間接）の売上予測および実績の合計を計算
します。

1. データ・モデル・ビューで「サマリー列」アイコンをクリックし、次に G_Crossグルー
プをクリックします。

2. 「ツール」⇒「プロパティ・インスペクタ」を選択します。

3. 売上予測には次のプロパティを設定します。

4. [Enter]キーを押すかプロパティの外側をクリックすると、値が受け入れられます。

5. プロパティ・インスペクタを閉じます。

6. ステップ 1～ 4を繰り返して、売上実績のサマリー列を作成します。次のプロパティを
設定します。

ノードノードノードノード プロパティプロパティプロパティプロパティ 値値値値

一般情報 名前 CS_PjSalesPerChannel

列 積順序 G_CHANNEL

サマリー ソース PROJECTED_SALES

サマリー リセット位置 G_CHANNEL
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データ・モデルへのサマリー列およびカスタム・メジャーの追加
7. レポートを xprs_932.rdfという名前で保存します。

6.4.3 カスタム・メジャーの作成カスタム・メジャーの作成カスタム・メジャーの作成カスタム・メジャーの作成
この例では、各製品区分について地域ごとに売上実績が売上予測を上回ったパーセントを計
算するカスタム・メジャーを作成します。作業としては、「Expressクエリー」ダイアログ・
ボックス内のカスタム・メジャー・ツールを使用して「Increase」という新規メジャーを作
成します。

1. データ・モデル・ビューで、「QP_Sales」問合せオブジェクトをダブルクリックして
「Expressクエリー」ダイアログ・ボックスを開きます。

2. 「Expressクエリー」ダイアログ・ボックスの下部にある「カスタム・メジャー」を選択
します。

3. 「新規」を選択して、「カスタム・メジャー -新規」ダイアログ・ボックスを開きます。

4. 「名前」ボックスに「INCREASE」と入力します。

5. 「説明」ボックスに「Increase」と入力します。

6. 「カテゴリ」ボックスの「演算子」の下にある「テンプレート」を選択します。「選択
肢」の下にテンプレートのリストが表示されます。

7. 左カッコを選択し、「挿入」をクリックします。「式」ボックスに左カッコが表示されま
す。

8. 「カテゴリ」ボックスの「Express Objects」の下にある「メジャー」を選択します。

9. 「F.SALES」を選択し、「挿入」を選択します。

10. 次の表のとおりに式を作成します。

ノードノードノードノード プロパティプロパティプロパティプロパティ 値値値値

一般情報 名前 CS_SalesPerChannel

列 積順序 G_CHANNEL

サマリー ソース SALES

サマリー リセット位置 G_CHANNEL

カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ サブカテゴリサブカテゴリサブカテゴリサブカテゴリ 選択選択選択選択 または次のよまたは次のよまたは次のよまたは次のよ
うに入力うに入力うに入力うに入力

演算子 数値 マイナス符号 -

Express Objects メジャー F.WHATIF F.WHATIF

演算子 テンプレート 右カッコ )

演算子 数値 スラッシュ /
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データ・モデルへのサマリー列およびカスタム・メジャーの追加
11.「式」ボックスで、アスタリスクの後ろに「100」を入力します。

12. ここまで終了すると、式は次の図のようになります。

13.「OK」をクリックします。「カスタム・メジャー」ダイアログ・ボックスの「カスタム・
メジャー」テキスト・ボックスに、「Increase」が表示されます。

Express Objects メジャー F.WHATIF F.WHATIF

演算子 数値 アスタリスク *

カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ サブカテゴリサブカテゴリサブカテゴリサブカテゴリ 選択選択選択選択 または次のよまたは次のよまたは次のよまたは次のよ
うに入力うに入力うに入力うに入力
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レポート・レイアウトの拡張
14.「閉じる」をクリックします。

15.「Expressクエリー」ダイアログ・ボックスで、「利用可能なメジャー」ボックスをスク
ロールします。今度は、「Increase」がアルファベット順に表示されます。「Increase」を
選択し、「Add One」ボタンをクリックします。「選択済みのメジャー」ボックスの
「Projected Sales」と「Sales」の下に「Increase」が表示されます。

16.「OK」をクリックしてデータ・モデルに戻ります。

作成したカスタム・メジャー INCREASEが、グループ G_SALES_DATAに表示されま
す。

17.「ペーパー・レイアウトを実行」ボタンをクリックしてペーパー・デザイン・ビューに
レポートを表示します。作成したサマリー列もカスタム・メジャーもこのレポートでは
使用できません。これは、レポート・レイアウトにフィールドとして追加されていない
ためです。レポート・レイアウトへの追加は次の作業で行います。

18. レポートを xprs_933.rdfという名前で保存します。

6.5 レポート・レイアウトの拡張レポート・レイアウトの拡張レポート・レイアウトの拡張レポート・レイアウトの拡張
この項ではレポート・レイアウトの再配置、6.3項「Expressクエリーの修正」で作成したサ
マリー列とカスタム・メジャー列の追加、およびオブジェクトの書式設定を行って、レポー
トの外観を拡張します。これらの変更作業には、ペーパー・レイアウト・ビューとペー
パー・デザイン・ビューを使用します。

6.5.1 レポートへのサマリー・フィールド挿入レポートへのサマリー・フィールド挿入レポートへのサマリー・フィールド挿入レポートへのサマリー・フィールド挿入
1. オブジェクト・ナビゲータで、レポートのノードの下にある「ペーパー・レイアウト」
アイコンをダブルクリックしてペーパー・レイアウト・ビューを表示します。

2. オブジェクト・ナビゲータとペーパー・レイアウト・ビューが横に並ぶように画面を調
整してください。「ペーパー・レイアウト」、「メイン・セクション」、「本体」および残
りのネストされたノード（M_G_PRODUCT_GRPFRや R_G_PRODUCTノードなど）
を拡張します。

3. オブジェクト・ナビゲータの「検索」フィールドに「M_G_CROSS_GRPFR」と入力し
て、このオブジェクトを検索します。ペーパー・レイアウト・ビューで、マスター・ク
ロス・マトリックス枠が選択されます。

4. 選択された枠を、下に約 1/4インチ拡張します。

5. オブジェクト・ナビゲータで「F_CHANNEL」を選択します。

6. 「親枠を選択」ボタンをクリックして、親枠である R_G_CHANNELを選択します。
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レポート・レイアウトの拡張
7. 選択された枠を下に約 1/4インチ拡張します。

8. 「フィールド」ボタンをクリックします。

9. 四角形をクリックして、そのまま「F_PROJECTED_SALES」フィールドのすぐ下の領域
にドラッグします。これによってフィールド・オブジェクトが挿入されます。

10.「ツール」⇒「プロパティ・インスペクタ」を選択します。

11. プロパティ・インスペクタで、「フィールド」ノードの下の「ソース」プロパティを
「CS_PjSalesPerChannel」に設定します。

12. オブジェクト・ナビゲータでオブジェクトを選択し、その名前を「 F_
PjSalesPerChannel」に変更します。

13. このフィールドを配置して、書式を次のように変更します。

� 「塗りカラー」ボタンをクリックして、塗りカラーをライト・イエローに変更しま
す。

� 「テキスト・カラー」ボタンをクリックして、テキスト・カラーをダーク・ブラウ
ンに変更します。

� 「線カラー」ボタンをクリックして、フィールド周囲の境界線をダーク・ブラウン
にします。

14. ステップ 8～ 9を繰り返して、F_SALESの下にも新規オブジェクトを配置します。

15. プロパティ・インスペクタで、「フィールド」ノードの下の「ソース」プロパティを
「CS_SalesPerChannel」に設定します。

16. オブジェクト・ナビゲータでオブジェクトを選択し、その名前を「 F_
SalesPerChannel」に変更します。

注意注意注意注意 : 「親枠を選択」ボタンはツールバーの右端にあるので、このボタン
が表示されていない場合はペーパー・レイアウト・ウィンドウのサイズを
変更する必要があります。

注意注意注意注意 : オブジェクトをレイアウトに配置する際に、必要に応じて格子指
定をオンまたはオフに切り替えることができます。そのためには、「表示」
⇒「格子指定」を選択します。チェック・マークはそのオプションがオン
になっていることを示します。

注意注意注意注意 : 塗りカラーやテキスト・カラー、境界線はさきほど作成した「F_
PjSalesPerChannel」フィールドと同じカラーにします。
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レポート・レイアウトの拡張
17.「テキスト」ボタンをクリックします。

18. 四角形をクリックしてそのままドラッグし、F_GEO_AREAのすぐ下の領域に置きます。

19. 四角形の中に、「Totals:」と入力します。

20.「中央に整列」ボタンをクリックして、テキスト・オブジェクトを中央に揃えます。さ
きほど作成したサマリー・フィールドと同じ書式に変更します。

21.「ペーパー・デザイン」アイコンをクリックしてペーパー・デザイン・ビューで変更内
容を確認します。

22. レポートを xprs_941.rdfという名前で保存します。

6.5.2 レポートへのカスタム・メジャー・フィールド挿入レポートへのカスタム・メジャー・フィールド挿入レポートへのカスタム・メジャー・フィールド挿入レポートへのカスタム・メジャー・フィールド挿入
この項では、レポート・レイアウトにフィールド・オブジェクトを挿入することにより、
6.4.3項「カスタム・メジャーの作成」で作成したカスタム・メジャーを表示する列を追加し
ます。

作業としては、まずレポートのレイアウトに新規列を追加し、その列にフィールド・オブ
ジェクトを挿入します。

1. ペーパー・デザイン・ビューで、「ペーパー・レイアウト」アイコンをクリックして
ペーパー・レイアウト・ビューを表示します。ペーパー・レイアウト・ビューとオブ
ジェクト・ナビゲータが横に並ぶようにしてください。

2. オブジェクト・ナビゲータで、[Ctrl]キーを押しながら「M_G_PRODUCT_GRPFR」と
「R_G_PRODUCT」をクリックします。

3. ペーパー・レイアウト・ビューで、選択された枠の幅を約 4 3/4インチに拡張します。

ヒントヒントヒントヒント : 新規フィールド・オブジェクトの頻度は、F_PROJECTED_
SALESおよび F_SALESと同じである必要があります。フィールド・オブ
ジェクトの頻度が異なると、レポートを実行できません。

ヒントヒントヒントヒント : M_G_PRODUCT_GRPFRは、基準となるマスター・グループで
す。この時点では、R_G_PRODUCTの下に隠れていて見えません。その
ため、ペーパー・レイアウト・ビューでは選択されているグループが 1つ
のみに見えますが、実際には両方の枠が選択されています。

注意注意注意注意 : オブジェクトのサイズ変更や移動ができないときは、「フレック
ス・オン」ボタンをクリックしてフレックス・モードをオンにするか、
「フレックス・オフ」ボタンをクリックしてフレックス・モードをオフに
します。
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レポート・レイアウトの拡張
4. オブジェクト・ナビゲータで、「M_G_CROSS_GRPFR」をクリックします。

5. ペーパー・レイアウト・ビューで、選択された枠の幅を約 4 3/4インチに拡張します。

6. 「F_GEOG_AREA」オブジェクトを選択し、次に「親枠を選択」をクリックして親枠 R_
G_GEOG_AREAを選択します。選択された枠の幅を約 4 3/4インチに拡張します。

7. 「F_CHANNEL」を選択し、「親枠を選択」ボタンをクリックして親枠 R_G_CHANNEL
を選択します。

8. 選択された枠の幅を約 4 3/4インチに拡張します。

9. もう一度「F_CHANNEL」を選択して、このオブジェクトの幅を約 4 3/4インチに拡張
します。

10.「フィールド」ボタンをクリックします。

11. ボックスをクリックし、そのまま F_SALESオブジェクトの右にドラッグします。

12.「ツール」⇒「プロパティ・インスペクタ」を選択します。

13. 次のプロパティを設定します。

14.「ペーパー・レイアウトを実行」アイコンをクリックしてレポートを実行します。F_
Increaseが INCREASEを参照する頻度が所属グループよりも低いことを示すエラーが
表示されます。このためレポートは実行できません。

エラーの原因を確認するため、オブジェクト・ナビゲータで F_INCREASEを検索して
ください。F_INCREASEが、R_G_PROJECTED_SALESよりも上位レベル（低い頻度）
に配置されているはずです。INCREASEは、売上実績が売上予測を上回ったパーセント
を計算する列です。このレポートを実行するには、F_INCREASEを F_PROJECTED_
SALESおよび F_SALESと同じ頻度にして、値の計算に必要なデータを参照できるよう
にする必要があります。

15.「OK」をクリックしてエラー・メッセージを閉じます。

16.「ペーパー・レイアウト」アイコンをクリックしてペーパー・レイアウト・ビューを表
示します。

17. フィールド「F_INCREASE」を選択し、削除します。

18.「F_SALES」を選択し、次に「親枠を選択」ボタンをクリックして親枠 R_G_
PROJECTED_SALESを選択します。

19. 選択された枠の幅を約 4 3/4インチに拡張します。

20. ステップ 10～ 13を繰り返して、フィールド・オブジェクトを作成します。

ノードノードノードノード プロパティプロパティプロパティプロパティ 値値値値

一般情報 名前 F_Increase

フィールド ソース INCREASE
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レポート・レイアウトの拡張
21. F_PROJECTED_SALESおよび F_SALESが同じ頻度であることを確認するため、F_
Increaseオブジェクトを選択したままオブジェクト・ナビゲータで「F_INCREASE」を
検索します。

22.「F_Increase」フィールドの書式を次のように変更します。

� 「塗りカラー」ボタンをクリックして、塗りカラーをライト・イエローに変更しま
す。

� 「テキスト・カラー」ボタンをクリックして、テキスト・カラーをダーク・ブラウ
ンに変更します。

� 「線カラー」ボタンをクリックして、フィールド周囲の境界線をダーク・ブラウン
にします。

� 「太字」ボタンをクリックして、目立つようにテキストを太字にします。

23.「テキスト」ボタンをクリックします。

24. 列タイトルを追加するため、四角形をクリックし、そのまま F_Increaseの上にドラッグ
します。

25. 四角形の中に、「Increase」と入力します。

26. この列にテキスト・オブジェクトを配置し、左にある「Actual Sales」フィールドと同
じ書式に変更します。

27.「ペーパー・レイアウトを実行」アイコンをクリックしてレポートを表示します。

28. レポートを xprs_942.rdfという名前で保存します。

6.5.3 ディメンション値のソートディメンション値のソートディメンション値のソートディメンション値のソート
レポートで配布経路のソート順を変更するとします。この例では、「Expressクエリー」ダイ
アログ・ボックスのセレクタを使用して、経路ディメンションのソート基準を変更します。
デフォルト経路階層（最上位から最下位）の順序で表示するのではなく、階層の最下位経路
から最上位経路の順にデータを表示します。階層は、「All Channels」が先頭で「Indirect」
が最後になるようにデータベースに事前定義されています。

1. データ・モデル・ビューで、問合せオブジェクト「QE_SALES」をダブルクリックしま
す。

2. 「Expressクエリー」ダイアログ・ボックスで「セレクタ」を選択します。

注意注意注意注意 : 「表示」メニューの「格子指定」をオフに切り替えると、テキス
ト・オブジェクトをフィールド全体に拡張できるようになります。書式設
定を適用するときは、目的のテキスト・オブジェクトが選択されているこ
とを確認してください。選択されていないと書式設定は無効になります。
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レポート・レイアウトの拡張
3. 「ディメンション」リストで、「Distribution Channel」を選択して「ソート」ボタンを
クリックします。

4. 「セレクションのソート」ダイアログ・ボックスで、次の値を選択します。

5. 「セレクションのソート」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

6. 「セレクタ」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

7. 「Expressクエリー」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

8. 「ペーパー・レイアウトを実行」アイコンをクリックしてレポートを表示します。

9. レポートを xprs_943.rdfという名前で保存します。

6.5.4 ペーパー・デザイン・ビューでの書式変更ペーパー・デザイン・ビューでの書式変更ペーパー・デザイン・ビューでの書式変更ペーパー・デザイン・ビューでの書式変更
1. ペーパー・デザイン・ビューで、[Shift]キーを押しながら「Projected Sales」と
「Actual Sales」の下の列、および「Projected Sales total」と「Sales total」の両フィール
ドをクリックします。

2. 「通貨」ボタンをクリックして、書式マスクを通貨に変更します。

3. 「右に整列」ボタンをクリックして、値を右揃えにします。

4. 「10進桁を追加」を 2回クリックして、小数点以下 2桁を追加します。

5. 「Increase」の下の列をクリックします。

6. 「パーセント」ボタンをクリックして、書式マスクをパーセンテージに変更します。

7. 「中央に整列」ボタンをクリックして、値を中央揃えにします。

レポートは次の図と同じようになります。

基準基準基準基準 選択選択選択選択

基準 階層

順序 下から上へ

階層 Standard
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まとめ
8. レポートを xprs_944.rdfという名前で保存します。

6.6 まとめまとめまとめまとめ
以上ですべての作業が完了しました。Expressのサンプル・レポートが完成しました。この
章で学習した内容は次のとおりです。

� レポート・ウィザードを使用した、データ・モデルおよびレイアウトの定義

� ディメンション値の制限による Expressクエリーの変更

� データ・モデル・ビューを使用した、レポートへのサマリーおよびカスタム・メジャー
列の追加

� ペーパー・レイアウト・ビューを使用したフィールド挿入およびレイアウト再配置

� ペーパー・デザイン・ビューを使用したレポート外観の拡張
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用語集用語集用語集用語集

HTML（（（（Hypertext Markup Language））））

Hypertext Markup Languageの略称。Internet上のWebサーバーの他のドキュメントに対
するコンテンツとリンクを指定するのに使用される、タグ・ベースの ASCII言語。エンド・
ユーザーは、Webブラウザから HTMLドキュメントを表示し、リンクを追って他のドキュ
メントを表示する。

Java（（（（Java））））

プラットフォームに依存しないアプレットの形式でインターネット向けのプログラミングを
サポートするコンピュータ言語。

JSP（（（（JavaServer Page））））

サーブレット機能に対する拡張で、Webページとの簡単なプログラム・インタフェースを実
現する。JSPは特殊なタグと埋め込み Javaコードを持つ HTMLページである。埋め込まれ
た JavaコードはWebまたはアプリケーション・サーバーで実行され、HTMLページに動的
な機能を提供する。JSPは、最初の要求時にサーバーの JVMで実行されると、サーブレット
にコンパイルされる。

<Oracle_Home>

ディレクトリベースのオペレーティング・システムにおける、Oracleディレクトリ階層の最
上位ディレクトリの別名。Oracle製品のルート・ディレクトリを示す環境変数。

Oracle9i Application Server

Oracle9i Application Server（Oracle9iAS）は、ネットワーク・アプリケーションを展開する
ための戦略的プラットフォームである。アプリケーション・ロジックをアプリケーション・
サーバーに移動し、ネットワーク・クライアントを配置することで、複雑さが緩和され、管
理が容易になり、開発と配布が簡素化されるため、組織は大幅な省力化を実現できる。
Oracle9iASのみが、ビジネスに不可欠なプラットフォームを提供する。このプラットフォー
ムによって、データベースWebパブリッシングが容易になるほか、従来のクライアント /
サーバーからネットワーク・アプリケーション・アーキテクチャに移行しつつ、過去の資産
を完全に統合できる。
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Oracle9i Developer Suite

Oracle9i Developer Suite（Oracle9iDS）は、Oracleの優れたアプリケーション開発ツールと
ビジネス・インテリジェンス・ツールを結合して 1つの統合製品としたものである。Javaや
XMLなどのインターネット標準に基づくこの製品は、Oracle9i Application Serverおよび
Oracle9i Database向けのアプリケーションを作成するための、高い完成度と生産性を持つ開
発環境を提供する。

Oracle9iAS Portal

Oracle9iAS Portalは、スケーラブルかつセキュアで拡張可能な HTMLアプリケーションお
よびWebサイトを作成するためのHTMLベースの開発ツールである。Oracle9iAS Reports 
Servicesでは、Oracle9iAS Portalを使用して、様々な情報を保存することにより、Web上で
発行されたレポートに対するエンド・ユーザーのアクセスを制御する。この保存する情報と
は、レポート要求、保護されているサーバー、およびレポート出力の印刷に使用する
Oracle9iAS Reports Servicesのプリンタに関するものである。

Oracle9iAS Reports Services

Reports Developerアプリケーションのランタイム環境。Oracle9iAS Reports Servicesは、各
レポートを全社規模で実行、配布、公開する。Reports Servicesを使用してレポートを展開
することで、柔軟性が増し、時間が節約され、処理能力も高まる。

Oracle9iAS Reports Servlet

JavaベースのWebサーバーと Oracle9iAS Reports Runtimeの間のインタフェース。Webブ
ラウザから動的にレポートを実行できるようにする。

Oracle9iDS Reports Builder（（（（rwbuilder））））

レポート定義を作成、開発および管理する。

PDF（（（（Portable Document Format））））

ドキュメントを、その作成に使用されたアプリケーション・ソフトウェア、ハードウェアお
よびオペレーティング・システムに依存することなく表示できるようにする Adobe Acrobat
専用のファイル形式。PDFファイルでは、テキスト、グラフィックおよびイメージのあらゆ
る組合せを含むドキュメントを、デバイスや解像度に依存しない形式で記述できる。

PL/SQL

SQL言語に対するOracle独自の拡張。アプリケーションの作成に適したプロシージャ構造
やその他の構造を SQLに追加する。

RDFファイル（ファイル（ファイル（ファイル（RDF file））））

単一のレポート定義をバイナリ形式で保存したファイル。RDFファイルは、レポートを実行
および編集するために使用される。
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SELECT文（文（文（文（SELECT statement））））

1つ以上の表またはビューからフェッチする行と列を指定する SQL文。

SQL

リレーショナル・データベースに対して、情報を格納または取り出すための標準インタ
フェース。SQLは、Structured Query Languageの略称。

SQLスクリプト（スクリプト（スクリプト（スクリプト（SQL script））））

SQL文を含むファイル。これを実行すると、データベースの管理をすばやく容易に実施でき
る。Oracle製品には SQLスクリプトがいくつか付属している。

SQLファイル（ファイル（ファイル（ファイル（SQL file））））

テキスト形式（ASCIIや EBCDICなど）で保存された問合せを含むファイル。

SQL文（文（文（文（SQL statement））））

Oracleに対する SQL命令。SELECT文は SQL文の一種である。

URL（（（（Uniform Resource Locator））））

URIの一種である URLは、インターネットを通じて利用できるリソースの場所を簡潔な文
字列で表したものである。また、クライアントが Oracle9iASへの要求をエンコードするた
めに使用するテキスト文字列の書式でもある。

Webサーバー（サーバー（サーバー（サーバー（Web server））））

Webサイトで実行されるサーバー・プロセス（HTTPデーモン）で、リモートのWebブラ
ウザからの HTTP要求に応じてWebページを送信する。

Webソース・ビュー（ソース・ビュー（ソース・ビュー（ソース・ビュー（Web source view））））

レポートの HTML/JSPソースを表示する。このビューでレポート・ブロック・ウィザード
およびグラフ・ウィザードを使用することにより、Webページに動的なコンテンツを追加で
きる。熟練した Java開発者であれば、このビューで直接Webソースを編集できる。

Webブラウザ（ブラウザ（ブラウザ（ブラウザ（Web browser））））

エンド・ユーザーが、Webサーバーを通じて提供されるコンピュータ上の HTMLドキュメ
ントおよびプログラムを読込むために利用するプログラム。

XML

eXtensible Markup Languageの略語。SGMLを使用してデータの定義と構造化を行うメタ
言語である。Reports Builderは、XMLの出力をサポートすることで、Webパブリッシング
およびサードパーティ製アプリケーションとの電子データ交換を実現している。XMLを使
用して、実行時に他のレポート定義とマージできるレポート定義や、個別に実行できるレ
ポート定義を作成することもできる。
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アイコン（アイコン（アイコン（アイコン（icon））））

ウィンドウやツールの図形表示。

イメージ（イメージ（イメージ（イメージ（image））））

アプリケーションに保管およびロードできるビットマップ・オブジェクト。クライアント
は、インポートされたイメージを変更できない。

イントラネット（イントラネット（イントラネット（イントラネット（intranet））））

内部的な TCP/IPネットワークであり、これに対するアクセスは（ファイアウォールによ
り）企業や組織内の人物に制限されている。イントラネットが組織内で提供するサービスは
インターネットが提供するものと同様であるが、必ずしもインターネットに接続されている
とは限らない。企業内で情報やアプリケーションの配布のため、内部ネットワーク上に 1つ
以上のWebサーバーをセットアップするのはイントラネットの一般的な例である。

ウィザード（ウィザード（ウィザード（ウィザード（wizard））））

一般的に実行されるタスクを、順を追って簡単に実行するためのインタフェース。Report 
Builderでのウィザードは次のとおり。

� レポート・ウィザード : 基本的なペーパー・レポートまたはWebレポートを作成す
るための手順を示す。ウィザードの各ページでは、最初のレポートを作成するため
の情報の入力が要求される。

� データ・ウィザード :（Data Wizard）多重問合せデータ・モデルで使用する問合せ
を簡単に定義または変更できるようにする。

� グラフ・ウィザード : 真の 3次元グラフなどの様々なチャートやグラフを追加する。
Report Builderでは、Oracle BI graph Beanと共にインプリメントされている。

� レポート・ブロック・ウィザード : 静的 HTMLページにデータを追加できるように
する。

ウィンドウ（ウィンドウ（ウィンドウ（ウィンドウ（window））））

デスクトップ上でアプリケーションを表示する矩形領域。各ウィンドウには、ユーザーがア
プリケーションと対話するための領域がある。ウィンドウは、オープン、サイズ変更、移
動、アイコンへの縮小、全画面での表示などが可能である。

エディタ（エディタ（エディタ（エディタ（editor））））

プログラム単位の作成やアプリケーションの設計など、一連の特定のタスクを実行する作業
領域。
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オブジェクト（オブジェクト（オブジェクト（オブジェクト（object））））

1. レイアウト上に配置できるアイテム。オブジェクトの例としては、四角形、線、楕円、円
弧、ポリゴン、折れ線、丸い四角形、手書き、グラフ、テキスト、記号、テキスト・フィー
ルドなどがある。
2. Oracle8におけるオブジェクト・タイプのインスタンス。オブジェクト表の行、またはリ
レーショナル表の列オブジェクトに含まれる行の一部がオブジェクトとなる。

構文（構文（構文（構文（syntax））））

コマンド、修飾子およびパラメータを組み合せて有効なコマンド文字列を形成するための規
則。

スタイル・シート（スタイル・シート（スタイル・シート（スタイル・シート（style sheet））））

HTMLドキュメントの書式をきわめて柔軟に設定できるようにする、HTMLの拡張書式。
スタイル・シートを利用する HTMLドキュメントは、スタイル・シートをサポートするブ
ラウザで表示する必要がある。

ダイアログ・ボックス（ダイアログ・ボックス（ダイアログ・ボックス（ダイアログ・ボックス（dialog box））））

操作を完了するために必要な情報の入力を求める、部分的な画面またはウィンドウ。

チェックボックス（チェックボックス（チェックボックス（チェックボックス（checkbox））））

小さな四角形として表示されるインタフェース要素であり、ユーザーはこれをオンまたはオ
フに切り替えることができる。

ツールバー（ツールバー（ツールバー（ツールバー（toolbar））））

製品のコマンドを実行するアイコン・ボタンの集合。通常、ウィンドウ上部に水平に表示さ
れるか、ウィンドウの右側または左側に垂直に表示される。

ツール・パレット（ツール・パレット（ツール・パレット（ツール・パレット（tool palette））））

ツールの集合。

データ・ソース（データ・ソース（データ・ソース（データ・ソース（data source））））

問合せから返されるデータのソース。表、ビュー、シノニム、スナップショット、ビューと
して格納された問合せなどのデータベース・オブジェクトを含む。

データベース（データベース（データベース（データベース（database））））

1.  ユニットとして扱われる、1組のディクショナリ表とユーザー表。

2.  （Oracle Express）データを編成、格納および操作するオブジェクトを含んでいる単一の
ファイル（通常は拡張ファイルを伴う）。Expressには、このようなオブジェクトの例とし
て、変数、ディメンション、式、モデル、プログラムなどがある。
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データ・モデル（データ・モデル（データ・モデル（データ・モデル（data model））））

データベースからどの値をフェッチすべきか、どの値を計算すべきか、データをレポート内
でどのように順序付けるべきかを定義するリレーショナル・モデル。データ・モデルを定義
する Report Builderオブジェクトは、問合せおよびグループ、列、パラメータ、リンクであ
る。

データ・モデル・ビュー（データ・モデル・ビュー（データ・モデル・ビュー（データ・モデル・ビュー（Data Model view））））

レポート内のデータを構造的に表示する。レポート出力にオブジェクトは表示されないが、
構造によってレイアウト・スタイルが決まり、データ・オブジェクトによってレイアウト・
オブジェクトに表示される値が提供される。

テンプレート（テンプレート（テンプレート（テンプレート（template））））

共通のスタイルと標準を含むフレームワークを定義したもの。グラフィックを含む場合もあ
る。テンプレートによって提供される標準書式を基に、専門的な水準のルック・アンド・
フィールを備えたレポートを迅速に簡単に開発できる。

問合せ（問合せ（問合せ（問合せ（query））））

データベースの 1つ以上の表またはビューから取り出すデータを指定する SQL SELECT文。

表（表（表（表（tabel））））

関連する情報の集合を行と列から成る 2次元のグリッド形式にして名前を付けたもの。リ
レーショナル・データベースやサーバーに格納される。

表形式（表形式（表形式（表形式（tabular））））

ページの最上部にラベルを表示し、その下にデータ列を表示したデフォルト・レイアウト。

フィールド（フィールド（フィールド（フィールド（field））））

1. その中でデータの入力、編集および削除が可能なインタフェース要素。2. 特定の問合せ列
のデータ表示方法を定義するレイアウト・オブジェクト。

ペーパー・デザイン・ビュー（ペーパー・デザイン・ビュー（ペーパー・デザイン・ビュー（ペーパー・デザイン・ビュー（Paper Design view））））

ペーパー・レポートの出力を表示し、レイアウトに対する間隔設定、フィールドの書式設
定、カラー設定、テキスト編集などの一般的で簡単な変更の多くを、ペーパー・レイアウ
ト・ビューを開くことなく実行できるようにする。

ペーパー・レイアウト・ビュー（ペーパー・レイアウト・ビュー（ペーパー・レイアウト・ビュー（ペーパー・レイアウト・ビュー（Paper Layout view））））

ペーパー・レポート内のレイアウト・オブジェクトを表示し、あらゆるレイアウト・オブ
ジェクトに対して多くの変更を実行できるようにする。すべてのレイアウト・オブジェクト
には、プロパティ・インスペクタで変更可能なプロパティが設定されている。レイアウト・
オブジェクトの階層は、データ・モデルによって決まる。
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レイアウト（レイアウト（レイアウト（レイアウト（layout））））

オブジェクトの作成、変更、配置または削除を行うエディタの領域。

列（列（列（列（column））））

1. データの特定のドメインを表す、データベース表内の垂直方向の領域。列には列名
(ENAMEなど )があり、特定のデータ型 (CHARなど )を持っている。たとえば、従業員情
報の表で従業員名のすべてが 1つの列を構成するなど。レコード・グループ列は、データ
ベースの列を意味する。

2. 問合せの SELECTリスト内の列のそれぞれの式に対し自動的に作成されるか、集計や式を
実行したりプレースホルダーとして稼働するために手動で作成されるデータ・モデル・オブ
ジェクト。
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